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駅 前 等 再 開 発 特 別 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２５年３月１８日（月）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　２時３６分　閉会　　　　　　　　　

１．場所

第二委員会室

１．出席委員
委 員 長
 藤浦雅彦 
 副委員長
 渡辺慎吾 
 委　　員
 大澤千恵子
委　　員
 上村高義 
 委　　員
 弘　　豊 
 委　　員
 森 西 　 正

　　委 
 
 長
 
三好義治 


１．欠席委員
なし



１．説明のため出席した者
市　長　森山一正
 副市長　小野吉孝

都市整備部長　吉田和生

都市計画課長　新留清志　　同課参事　品川明輝

１．出席した議会事務局職員
事務局局次長　藤井智哉　　　同局書記　田村信也

１．審査案件
議案第１号　平成２５年度摂津市一般会計予算所管分
議案第９号　平成２４年度摂津市一般会計補正予算（第５号）所管分
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（午前１０時　開会）

○藤浦雅彦委員長　おはようございます。

　ただいまから駅前等再開発特別委員会

を開催します。

　理事者から挨拶を受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　卒業式等々何かとお忙しいところを駅

前等特別委員会を開催いただきまして、

ありがとうございます。

　本日は、先日の本会議で当委員会に付

託されました案件についてご審査をいた

だきますが、何とぞ慎重審査の上、ご可

決賜りますよう、よろしくお願いします。

　一旦退席させていただきます。

○藤浦雅彦委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、渡辺委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、議案第１

号所管分及び議案第９号所管分を一括で

審査することに異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○藤浦雅彦委員長　異議なしと認め、そ

のように決定しました。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○藤浦雅彦委員長　再開します。

　議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　吉田都市整備部長。

○吉田都市整備部長　おはようございま

す。

　それでは、議案第１号、平成２５年度

摂津市一般会計予算所管分のうち、都市

整備部における本委員会に付託されてお

ります内容につきまして、目を追って主

なものについて補足説明をさせていただ

きます。

　まず、歳入でございますが、予算書の

３８ページをお開き願います。

　款１４、国庫支出金、項２、国庫補助

金、目４、土木費国庫補助金、節３、都

市計画費補助金では、社会資本整備総合

交付金で社会資本総合整備計画に位置づ

け、千里丘西地区市街地再開発準備組合

が千里丘西地区再開発の事業化に向けて

街区整備計画（案）の策定によりまして、

関係権利者の合意形成活動のためのまち

づくり初動期活動が行われることに対し

まして、国から市に対して補助金でござ

います。

　続きまして、歳出でございます。予算

書の１４８ページをお開き願います。

　また、あわせまして予算概要９０ペー

ジから９２ページをご参照願います。

　款７、土木費、項４、都市計画費、目

２、街路事業費では、節８、報償費、節

９、旅費、及び節１１、需用費のうち、

阪急正雀駅前地区整備支援事業、阪急京

都線連続立体交差事業及び吹田操車場跡

地まちづくり事業にかかわる事務経費で

ございます。

　節１２、役務費は手数料２８４万円の

記載のうち、吹田操車場跡地まちづくり

事業の新設都市計画道路整備に係る用地

買収に伴います不動産鑑定評価手数料が

１２０万円と、そして、保険料１万円の

記載のうち、阪急正雀駅前地区整備支援

事業における市民活動に係る保険料が４，

０００円でございます。

　新設都市計画道路につきましては、吹

田操車場跡地まちづくり事業に関連する

土地区画整理事業により新設される都市

計画道路であり、平成２８年春を目標と

いたしまして、千里丘ガード側道部に接

続されることとなります。この都市計画

道路の名称に関しましては、大阪府から

の指導によりまして、吹田市域内の都市
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計画道路における起終点の整理及び両市

に類似名称路線が存在するため、岸部千

里丘線を新たに千里丘中央線へ変更いた

したものでございます。

　なお、この名称の変更につきましては、

都市計画手続が必要でありますことから、

先般の平成２５年２月６日の第１９回摂

津市都市計画審議会におきましてご同意

をいただき、同２月１２日付、都市計画

決定告示により正式に名称が変更となっ

ておりますことをあわせてご報告させて

いただきます。

　この新設される都市計画道路千里丘中

央線がＪＲ千里丘駅西口付近の千里丘ガー

ド側道部に接続されることによりまして、

駅西口周辺における歩行者等の安全な交

通動線の確保が必要でありますことから、

この歩道の整備にかかわる事業用地など

の不動産鑑定評価に係る手数料でござい

ます。

　節１３、委託料のうち、物件補償算定

委託料８５０万円の記載のうち、吹田操

車場跡地まちづくり事業に係る千里丘中

央線が千里丘ガード側道部に接続されま

すことに伴いますＪＲ千里丘駅西口付近

の歩道の整備に係る物件補償算定に係る

委託料が３００万円でございます。

　次に、道路測量設計委託料は、吹田操

車場跡地まちづくり事業に係る千里丘中

央線が千里丘ガード側道部に接続される

ことに伴いまして、ＪＲ千里丘駅西口付

近の歩道などの整備及び吹田操車場跡地

まちづくり区域に隣接する正雀下水処理

場機能停止後における同処理場跡地東側

の道路環境整備に図るため、土地区画整

理事業で整備される区画街路１２号線と

既存道路とを接続する市道千里丘７８号

線の整備に係る委託料で、そして、連続

立体交差事業調査委託料は市民協働によ

る地元懇談会の実施や市民意見を採り入

れた沿線周辺の関連まちづくりの検討な

ど、阪急京都線連続立体交差事業に係る

委託料でございます。

　節１７、公有財産購入費は土地購入費

４，４００万円の記載のうち、吹田操車

場跡地まちづくり事業に関連して千里丘

中央線が千里丘ガード側道部まで接続さ

れることに伴いまして、千里丘駅西口付

近の歩道の整備のための土地購入に係る

費用が９００万円でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金のう

ち、大阪府連続立体交差事業協議会負担

金及び連続立体交差事業調査負担金は阪

急京都線連続立体交差事業に係る負担金

で、そして、吹田操車場跡地まちづくり

計画委員会負担金、吹田操車場跡地土地

区画整理事業負担金及び千里丘公園整備

負担金は吹田操車場跡地まちづくり事業

に係る負担金でございます。

　続きまして、１５０ページをお開き願

います。また、あわせまして予算概要の

９４ページをご参照願います。

　目５、再開発事業費では、節８、報償

費、節９、旅費、節１１、需用費は千里

丘西地区市街地再開発支援事業に係る事

務経費でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

先ほど歳入の社会資本整備総合交付金の

項目でご説明いたしましたとおり、千里

丘西地区再開発の事業化に向けての、ま

ちづくり初動期活動といたしまして、千

里丘西地区市街地再開発準備組合におき

まして再開発計画及び事業採算性の検討

を行うための街区整備計画（案）の策定、

関係権利者の合意形成活動の取り組みに

対する摂津市再開発推進団体等補助金交

付要綱に基づきまして、国からの補助金

と合わせて市が準備組合に対して取り組

みを支援するための補助金でございます。

　以上、平成２５年度摂津市一般会計予

－
3
－



算にかかわります予算内容の補足説明と

させていただきます。

　続きまして、議案第９号、平成２４年

度摂津市一般会計補正予算（第５号）所

管分のうち、都市整備部における本委員

会に付託されております内容につきまし

て、目を追って主なものについて補足説

明をさせていただきます。

　まず、歳出でございますが、補正予算

の６２ページをお開き願います。

　款７、土木費、項４、都市計画費、目

２、街路事業費では、節８、報償費、節

９、旅費、節１１、事業費のうち、阪急

正雀駅前地区整備支援事業、吹田操車場

跡地まちづくり事業及び阪急京都線連続

立体交差事業に係る事務経費の執行差金

でございます。

　節１２、役務費は手数料１２１万８，

０００円の記載のうち、吹田操車場跡地

まちづくり事業に係る千里丘中央線の整

備に伴います用地等の不動産鑑定評価に

係る手数料７万８，０００円については

経費の執行差金でございます。

　次に、６４ページをお開き願います。

　節１３、委託料のうち、物件補償算定

委託料６２８万６，０００円の記載のう

ち、吹田操車場跡地まちづくり事業に係

る千里丘中央線の整備に伴います物件補

償算定に係る委託料６８万６，０００円

は、経費の執行差金により減額いたすも

のでございます。

　次に、道路測量設計委託料では、当初、

吹田操車場跡地まちづくり事業に係る都

市計画道路千里丘中央線の整備及び正雀

下水処理場東側道路の整備に係る道路測

量設計等に係る委託料を考えておりまし

たが、千里丘中央線の用地買収に伴いま

す測量分筆業務にかかわる一部の執行見

込み額以外を減額するものでございます。

　また、連続立体交差事業調査委託料で

は、地元とのまちづくりにかかわります

懇談会などの開催を考えておりましたが、

阪急京都線連続立体交差事業に対する国

及び大阪府の明確な方針が示されなかっ

た関係から実施に及ばなかったため、全

額を減額いたすものでございます。

　節１７、公有財産購入費は吹田操車場

跡地まちづくり事業に係る千里丘中央線

の整備に伴います土地購入費に係る経費

の執行差金でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

吹田操車場跡地まちづくり計画委員会負

担金では、今年度開催されなかったこと

により、全額を減額いたすものでござい

ます。

　また、吹田操車場跡地土地区画整理事

業負担金では、国の緊急経済対策の実施

によりまして、吹田操車場跡地土地区画

整理事業に対する補助金が増額されたこ

とに伴いまして、本市負担分に係る増額

が必要となったものでございます。

　節２２、補償、補填及び賠償金は、吹

田操車場跡地まちづくり事業に係る千里

丘中央線の整備に伴います物件移転補償

費に係る執行差金でございます。

　次に、目５、再開発事業費では、節８、

報償費、節９、旅費は千里丘西地区市街

地再開発支援事業に係る事務経費の執行

差金でございます。

　続きまして、６ページをお開き願いま

す。第２表、繰越明許費につきましてご

説明申し上げます。

　５段目、款７、土木費、項４、都市計

画費、事業名、吹田操車場跡地まちづく

り事業における土地区画整理事業負担金

につきましては、施行者のＵＲが吹田市

域内における新設都市計画道路を整理す

るにあたりまして、施工方法等に関して

沿道住民との協議、調整に時間を要しま

したため、平成２４年度予算額の一部と
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今回ご審査いただきます増額補正額とを

合わせて平成２５年度に明許繰越をさせ

ていただくものでございます。

　その下、６段目、同じく吹田操車場跡

地まちづくり事業における千里丘公園整

備負担金では、施設整備工事の管理棟設

置位置におきまして、当初想定しており

ませんでした旧河川構造物等の基礎と思

われる構造物が埋設されている状況が発

見され、管理棟の基礎杭打設に支障が生

じましたことから、その撤去工事が必要

となり時間を要しましたため、平成２４

年度予算額の一部を平成２５年度に明許

繰越をさせていただくものでございます。

　以上、平成２４年度摂津市一般会計補

正予算にかかわります補正予算内容の補

足説明とさせていただきます。

○藤浦雅彦委員長　説明が終わり、質疑

に入ります。

　弘委員。

○弘豊委員　おはようございます。

　私のほうから、まず最初に数点お聞き

したいというふうに思います。各事業ご

とに予算概要でページを追ってますので、

ご参照ください。

　最初に、９０ページ、阪急正雀駅前地

区整備支援事業についてなんですが、今

回１２万３，０００円という予算額で前

年、前々年と比べると徐々に目減りして

きているというふうなことであります。

　内容としては、正雀駅前ワークショッ

プの動きにかかわってるんだというふう

に理解しておりますけれども、直近のそ

のワークショップの状況についてホーム

ページなどで見ましたら、第６８回の様

子だけ私も目にしたわけなんですけれど

も、昨年の動きと合わせて新年度どうし

た方向で動いていくのかということでお

聞きしておきたいというふうに思います。

　次に、同じく９０ページで、吹田操車

場跡地まちづくり事業にかかわってです。

　この部分では土地購入費の９００万円

というようなことであがってまして、先

ほどの説明でも千里丘駅前の安全対策に

かかわる千里丘中央線の土地購入という

ようなことで伺ったんですけれども、こ

の中身について少し詳しくお聞かせいた

だけたらなというふうに思っております。

　それと、補正予算のところで、補正予

算書の６４ページ、吹田操車場跡地土地

区画整理事業負担金の８００万円の増額

というようなことで、国の緊急経済対策

云々というご説明も今お聞きしましたけ

れども、どの事業がここに当たるのかと

いうようなことをもう少し詳しく聞きた

いなというふうに思います。

　あと、この吹田操車場跡地まちづくり

事業にかかわってなんですけれども、国

立循環器病研究センターの移転にかかわっ

て先日また新聞報道で吹田市か箕面市か

というふうなことも記事が出てたのを見

たんですけれども、現時点での動向につ

いてどのように見ておられるのか、あわ

せて聞いておきたいというふうに思いま

す。

　次に、阪急京都線連続立体交差事業に

かかわっです。ここであげられている調

査委託料の６００万円は、今も説明あり

ました今年度分を補正で減額して新年度

にやられるというようなことで、中身に

ついては去年もお聞きしたことと同じな

のかなというふうに思うんですけれども、

今回、国や府の事業採択の見込みの点で

いうたら、新年度については恐らくやら

れるというふうなことで思っていらっしゃ

るというふうに思うんですけれども、中

身については以前と同じでよいのか確認

というようなことでお聞きしておきます。

　それと、連続立体交差事業調査負担金

での５４０万円です。これがどのような
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ものになるのかというようなことをお聞

かせください。

　最後に、予算概要の９４ページになり

ます。千里丘西地区市街地再開発支援事

業ですが、今回は再開発推進団体等補助

金というようなことで新たに１，５００

万円の予算もついておるわけなんですけ

れども、今年度計画されている動きにつ

いて具体的に聞いておきたいというふう

に思います。

　また、この補助金の１，５００万円の

使われ方についてなども、お聞かせいた

だけたらというふうに思っております。

○藤浦雅彦委員長　答弁をお願いします。

　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　ただいまの弘委

員の質疑に対しまして、吹田操車場跡地

まちづくり事業に関する点と阪急京都線

連続立体交差事業に関する点につきまし

て、ご答弁させていただきます。

　まず、吹田操車場跡地まちづくりに関

しましての１点目ですが、平成２５年度

に土地購入費を９００万円計上させてい

ただいております中身についてです。

　区画整理事業の中で、先ほど説明もあ

りました岸部千里丘線を千里丘中央線と

名称変更しましたその千里丘中央線が三

島千里丘線のガードのところまで接続し

てきます。その中で、区画整理事業とし

ましては、ガードの上部のところまでが

事業区域になっておりまして、今、ガー

ドの上部と言いますのは、歩道もない状

況でございます。

　ただ、千里丘中央線が歩道もある道路

ができる中で、ＪＲ千里丘駅への歩行者

動線を確保する必要がございますので、

今、歩道がない部分、ＪＲのほうで土地

を持ってる部分というのがございますの

で、そこのＪＲの土地を購入させていた

だいて、そこに歩道をつくってＪＲ千里

丘駅の西口への歩行者動線を確保しよう

という計画をいたしており、そういった

ことでの土地購入費として、平成２５年

度に計上させていただいております。

　続きまして、平成２４年度補正予算で

８００万円増額しております中身につき

ましてですが、こちらのほうは政府が行っ

ております緊急経済対策の一環としまし

て、何とか事業を前倒しできるものがな

いかという中で、もともと事業を予定し

ておりました中の埋蔵文化財調査を前倒

ししまして、補正予算をいただいて調査

を行っていこうということで今回、摂津

市の負担としては８００万円ということ

での増額をお願いしておるところでござ

います。

　あと、吹田操車場跡地まちづくり関係

のもう一点、国立循環器病研究センター

の件につきましてですけども、代表質問

の市長答弁でもございましたとおり、公

に出てる情報でしか我々もなかなかつか

む情報というのがありません。昨年の６

月に国立循環器病研究センター建替整備

構想検討委員会のほうでは箕面市のほう

が可能性があるという意見が大半であっ

たというものが出たあとに、日々、ホー

ムページ等でチェックを行っているので

すが、そのあと国立循環器病研究センター

自身が箕面市の船場地区が本当にスケジュー

ル的に可能なのかということも含めて可

能性調査等を昨年の年末に行っておりま

して、それの結果等も出てきてないとい

うような状況でございますので、なかな

か進展といいますと情報が入ってきてな

いのが現状でございます。

　ただ、市長答弁でもございましたとお

り、吹田市正雀下水処理場とクリーンセ

ンター問題が吹田市との間で協定も締結

できまして解決いたしておりますので、

こういった点では国立循環器病研究セン
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ターの移転に弾みがついたものではない

かなと担当としては考えておるところで

ございます。

　続きまして、阪急京都線連続立体交差

事業の調査委託費６００万円につきまし

てですが、こちらのほうは、平成２４年

度の補正予算で減額させていただいて、

その分を平成２５年度に計上している状

況でございます。中身につきましては、

昨年度、ご説明させていただいたことと

同じでございまして、阪急京都線連続立

体交差事業に伴う周辺まちづくり計画の

検討と住民の合意形成を図ることを目的

としまして、地元との市民協働による懇

談会の開催でありますとか、市民意見を

取り入れた沿線周辺の関連まちづくり検

討を行っていこうと思っております。

　もう一点、調査負担金を５４０万円計

上させていただいております。こちらの

ほうにつきましては、阪急京都線連続立

体交差事業は大阪府が事業主体となって

行っていく事業でございます。国費を大

阪府が取って事業を行っていこうという

ことで、ずっと国土交通省等とも調整を

させていただいておる中で、来年度は実

際に国費が取れそうだということで、大

阪府が実施する事業に対して摂津市とし

ての負担金ということで５４０万円を計

上させていただいております。

　実際に大阪府がやる事業としましては、

国費がついた暁にはということになりま

すが、まず測量でありますとか、土質調

査でありますとか、そのような内容を設

計に反映させていくという事業を予定し

ております。

○藤浦雅彦委員長　新留都市計画課長。

○新留都市計画課長　１点目の阪急正雀

駅前地区整備支援事業について、ワーク

ショップの状況、平成２４年度の動きと

平成２５年度の取り組みはということで

あったと思うんですが、平成２４年度に

つきましては、ワークショップを毎月１

回ずつ行いまして、今まで９回ほど実施

されてきております。

　その中で、今年度につきましては、東

日本大震災を受けまして地域防災の意識

が高まったことから、ワークショップで

話し合われる内容も避難対策などが中心

になっております。平成２４年１１月の

ワークショップにおきましては、市の防

災担当職員も交えて地域防災についての

意見交換を実施しております。

　それから、平成２３年度に実施しまし

た、ました探訪ウォーキングを前回全て

回り切れなかったことによりまして、前

回の残りのコースで第２回として、まし

た探訪ウォーキングを今月の２４日に実

施予定で進めておるところでございます。

　この第２回のました探訪ウォーキング

については、現在、ホームページや広報

で周知させてもらっております。さらに

自治会等へ掲示板、ポスターや校区自治

会への回覧チラシについても情報提供を

しておるところでございます。

　それから、新年度からということです

が、平成２５年度については、まだ具体

的に活動テーマについては決まっており

ませんが、地域住民によるまちの活性化

を目指して、引き続き我々も支援してま

いりたいと考えております。

　それから、４点目の千里丘西地区市街

地再開発支援事業でございますが、再開

発推進団体補助金として平成２５年度の

予算計上をしておりまして、先般の本会

議でも質問が出ておりましたが、具体的

に詳細な計画に入っていくということで、

街区整備計画（案）の策定に取り組んで

いきますという中身であります。

　この中身につきましては、関係権利者

の合意形成を図るため、関係権利者への
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個別意識調査を行ったり事業参画への理

解を得るために権利者への広報活動の実

施ということで取り組んでおりますニュー

スの配布とか説明会等を予定しておりま

す。

　それから、事業化に向けた事業計画素

案の作成、これにつきましては、土地利

用等を勘案した上で街区の整備計画とか

建築施設の整備計画の素案づくり、それ

から、公共施設の計画、交通動線を踏ま

えた駅前広場とか道路の計画、これらを

加味しまして概算の資金計画等をつくっ

ていくことになります。

　１，５００万円の補助金の使い方につ

いてでございますが、これにつきまして

は、準備組合のほうがコンサルタントに

委託されて基本的にやっていくと。本市

も事務組合とともに連携して進めていく

というふうに考えております。

○藤浦雅彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　それでは、２回目の質疑を

行います。

　阪急正雀駅前地区整備支援事業にかか

わってですが、去年の予算審査の際に、

これまでやってるワークショップの動き

が生涯学習でやっているような感じなの

で、もっとまちづくりという観点で取り

組むことが大事なんじゃないですかとい

うようなことを要望したかというふうに

思うんです。

　具体的に正雀駅前の道路改良事業なん

かとの兼ね合いで、そうした中身が実際

この地域の皆さんたちに伝わって、それ

でそれに対する声などを吸い上げること

ができているのかどうかというようなこ

とが大事だというふうに思うんです。

　この平成２５年の予算の中で、これは

建設常任委員会の所管になりますが、債

務負担行為で道路改良事業５億５，１０

０万円というようなことで数字もあがっ

てるわけなんです。こうしたこととの兼

ね合いで地域住民の皆さんたちの願いに

沿った駅前整備になっていくのかどうか

というようなあたり、この点での話し合

いができているのか、そういう方向にあ

るのかどうかお聞きしておきたいという

ふうに思います。

　次に、吹田操車場跡地まちづくり事業

にかかわってであります。

　１つ目にお聞きしたガード上部の歩道

の整備、安全対策です。土地購入費の９

００万円の部分ですれども、現状でも駅

前の交通の状況が大変危なっかしいとい

うようなことがあるというふうに思うん

です。

　そうした中で、千里丘中央線の事業に

かかわって整備がされていくというふう

なことなんですけれども、平成２８年に

でき上がるというふうなことで今お聞き

したかというふうに思うんですけれども、

それまでの対策などもとれないのかなと

いうふうなことが気になりまして、ＪＲ

の土地というようなことでありますから、

そこの例えば立ち退きとか云々があるわ

けでないわけですから、早めることがで

きないのかどうか、そうした点について

お聞きしておきたいと思います。

　あと、補正予算の吹田操車場跡地土地

区画整理事業負担金、８００万円の分に

ついては、緊急経済対策にかかわっての

事業前倒しということで了解しました。

　あと、国立循環器病研究センターのこ

とについても先ほどお聞きしましたが、

これにかかわっては、やっぱり今の時点

で何とも見通しが立てにくいなというふ

うなことだろうというふうに思うんです

けれども、これに関連して、先日開業し

ました吹田貨物ターミナル駅の問題など

については影響をどのように見ておられ

るのかなというふうなことで、あわせて
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お聞きしておきたいと思います。

　代表質問の際、私どもの会派のほうか

ら、やはりトラックの排気云々の点では

今後とも環境影響などの調査というよう

なことはしっかりやっていかないといけ

ないというようなことを指摘させていた

だきましたし、答弁のほうでも環境影響

評価のほうは協定もちゃんと結ばれてる

からきちんと調査していきますよという

ようなことでお聞きしたというふうに思

うわけであります。

　ただ、やはりこれまでの例えば大阪ター

ミナル駅のトラックの出入りの問題の際

とかでも議会の中でも何度か協定の覚書

がきちんと守られないみたいなことが指

摘されていたというふうに思うんです。

　そうした点では、しっかりとそこを守

らせていくという点で、吹田市、摂津市

とＪＲ貨物による調整会議が行われるこ

とになっていくというふうに思うんです

が、これがどういうスパンでやられてく

のかというふうなあたりについてお聞き

しておきたいというふうに思っておりま

す。

　あと、阪急京都線連続立体交差事業に

かかわってです。

　調査委託料の分については何度も同じ

議論をしても仕方がないと思いますので、

しっかりとその住民の皆さんの思いが反

映されるような形でのワークショップな

り取り組みを進めていっていただきます

ようというようなことでの要望にしてお

きます。

　連続立体交差事業調査負担金の５４０

万円、これも国費がつけばというような

ことで取り組まれていくというようなこ

とで、去年の予算審査の際には、東日本

大震災等々の影響が公共事業に影響して

くるんだろうなというふうなことなども

議論があったかというふうにも思うんで

すけれども、そうしたことについては、

今の時点ではどうとらえておられるのか、

この点だけ再度確認でお聞きしておきた

いと思います。

　あと、千里丘西地区市街地再開発支援

事業にかかわってですが、再開発推進団

体等補助金１，５００万円の使い方につ

いては、主にコンサルタントに委託をし

て計画を進めていくのにというようなこ

とでお聞きしました。

　この開発計画は、なかなか動かないと

いうふうなことで、何度もこの委員会の

中でも話は聞くけれども前に進まないと

いうようなことだったかというふうに思

うんですけれど、今回は街区整備計画の

新しい形態というようなことで、少し展

望が見えるのかなというふうなこともお

聞きをしたんですが、その実際に計画を

立てていくのはコンサルタントにゆだね

ていくというふうなこと、従来と進め方

の形態については同じようなことになっ

ていきはしないのかなというふうなこと

が懸念されるんですけれども、こうした

点については、市のかかわりとして、準

備組合が主体として動くんですけれども、

市としての資金面、技術面での援助とい

うようなことでこの間、説明では聞いて

いたかと思うんですけれども、そのあた

りの点と具体的な進め方について矛盾は

ないのかというふうなことについて、再

度お聞きしたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　それでは、弘委

員の質疑に答弁させていただきます。

　まず、吹田操車場跡地まちづくり事業

での土地購入の関係で、今の状況を鑑み

て、早目に歩道設置をすることができな

いのかというご質問についてですが、ま

今、ＪＲ千里丘駅西口につきましては、

確かに交通混雑、歩行者の輻輳等で課題
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があるということは我々も認識しており

ます。そういった中での歩行者動線の確

保ということで今回の事業を進めている

わけですが、区画整理事業で行っており

ます千里丘中央線、こちらのほうができ

上がらないことには歩行者としての最終

行き先、横断歩道等も含めて警察協議等

もある中で、一連ができ上がらないこと

には一部だけをつくるということは難し

い状況にございます。

　区画整理事業が平成２１年度から事業

しております中で、ＪＲ岸辺駅を中心に

だんだん事業を両側へ展開していってい

るというような事業展開のこともござい

ますので、どうしてもＪＲ千里丘駅近辺

につきましては事業の最後のほうになっ

てきます。そこと連携を図って進めてい

くということになっていきますので、な

かなかそこだけを前倒しするということ

は現状的には難しいかなと考えておりま

す。

　あと、国立循環器病研究センターに関

連して、吹田貨物ターミナル駅について

の環境等の監視体制等につきましてです

が、先般、代表質問の市長からの答弁で

もありましたとおり、環境アセスメント

が義務づけられている事業でもございま

すし、平成１８年２月に大阪府、吹田市、

鉄道・運輸機構、ＪＲ貨物及び本市の５

者で着手合意協定書を締結しておりまし

て、その中に貨物取り扱い量が１００万

トン以内でありますとか、コンテナ貨車

両数が２６両以内でありますとか、貨物

関連自動車が往復１，０００台以内とい

うようなことを協定として定めておりま

す。

　その中で、例えば貨物ターミナルの入

り口等にカウンターを設置して台数を管

理したりでありますとか、今も梅田貨物

の貨物取り扱い量がトータルで幾らなの

かというような報告等も受けております

ので、そのようなことを通じて我々のほ

うも監視していくのかなとは考えており

ます。

　また、ご指摘ありましたとおり、貨物

ターミナル駅開業後に本市と吹田市あわ

せての調整会議も設置されますので、環

境のことでもありますので、環境政策課

とも協力してということにはなるかと思

いますが、調整会議の場等でも監視を行っ

ていくように考えております。

　あと、もう一点、阪急京都線連続立体

交差事業におきまして、国費が来年度か

らつけば事業をしていくという中で、昨

年度は東日本大震災の影響があったこと

も踏まえて、どういう状況かということ

につきましてですが、まず、大阪府が事

業主体となっておりますので、今年度、

大阪府が近畿地方整備局を通じて本省の

ほうに連立の新規事業をやっていきたい

という話をしている中では、年度当初に

は大震災のあったこのご時世に新規事業

とは何事かというような、かなり難色を

示されていたという経過がございます。

　そのような中でも、大阪府としても事

業を進めていきたいということで、近畿

地方整備局を通じて、かなりいろいろ資

料を提出したりしながら国土交通省の本

省の説得を図っておりました。昨年の９

月に国土交通省本省が直接話を聞きたい

ということになり、大阪府が本省に行く

際に、本市としましても私が同行させて

いただきまして、本市のほうからは南千

里丘のまちづくり等につきまして、阪急

京都線連続立体交差事業関連のまちづく

りについて説明させていただき、あと、

大阪府の方からは、大阪府としての連立

事業の進め方等を説明させていただいた

上で、国土交通省本省のほうには、ある

程度理解を得られているというのが現状
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でございます。

　また、先般、セミナーがございまして、

その中で国土交通省本省の方が来年度の

予算についてお話をするのを聞く機会が

ございまして、その中でも、今年度まで

はかなり厳しかったけれども、ある程度

のところまでは戻るのではないかという

ような感覚的な話はされておりますので、

国費としてもある程度明るいきざしは見

えてきているのかなというふうに考えて

おります。

○藤浦雅彦委員長　吹田貨物ターミナル

駅に関する調整会議の開催スパンについ

て答弁できますか。

　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　答弁漏れがござ

いまして、申しわけありません。

　調整会議がまだ立ち上がっておりませ

んので、今後どういう回数で行っていく

かというスパン等につきましても立ち上っ

てから議論していく内容になってきます。

○藤浦雅彦委員長　新留都市計画課長。

○新留都市計画課長　まず１点目の阪急

正雀駅前地区整備支援事業の件でござい

ますが、正雀駅前の整備事業として平成

２５年度、土木下水道部のほうで債務負

担行為５億５，０００万円を計上されて

おるということで、地域住民の声を反映

しているのかということであったと思う

んですけども、ワークショップの中でも

いろんな方々の意見が出ております。

　例えば、バリアフリーの観点から、段

差があって車椅子が通りにくいとか、今

年度につきましては防災面で避難ルート

がどうなんだというのも議論されており

ます。

　さらに平成２１年度におきましては、

正雀駅前の安全マップというのをワーク

ショップの中でつくられております。こ

れらの資料を道路交通課へも情報提供し

ておりますので、我々も土木下水道部と

連携しながら、ワークショップの意見等

を反映していただくように考えておると

ころでございます。

　それから、千里丘西地区市街地再開発

支援事業にかかわって、再開発推進団体

等補助金１，５００万円の使い方でコン

サルタントに委託していくということで、

市として資金面、技術面についてどうい

う形でかかわるのかというご質問ですが、

先ほど申し上げましたような事業の内容

について関係権利者の合意形成を図って

いくということで個別の意向調査が、ま

た入っていきます。そういうときには個

別面談も当然出てきますので、市も組合

の方とコンサルタントも一緒も行って面

談を行うと。それから広報活動も同じよ

うなスタイルでやっていくということで

ございます。

　それから、素案のほうなんですが、市

の駅前広場と道路が出てくるわけで、こ

れらにつきましても市のほうで関係機関

と協議を行ってこれに反映させていくと

いうような考え方で、コンサルタントに

丸投げするのではなく、３者で協力して

やっていくという考え方でございます。

○藤浦雅彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　そうしましたら、３回目で

す。大方、要望にしておきます。

　阪急正雀駅前地区整備支援事業の部分

で言いましたら、市長の市政運営の基本

方針の中では、時期を逸することなくそ

の安全確保に向け取り組んでまいります

というようなことで正雀駅前の整備につ

いてはふれられているわけなんですけれ

ども、そこらあたりのところがなかなか

具体的にどうなのというふうなことが正

雀の地域の方にもまだまだ伝わってない

というふうに思うんです。

　そうした点で、このワークショップの
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役割が具体的にまちづくりにこういうふ

うにかかわってるんだというふうなこと

が感じられるものでなければらないとい

うようなことで、前にもこれは申し上げ

たというふうに思うんです。

　そうした点では、道路交通課のほうへ

いろいろ市民の皆さんから寄せられた声

を渡すだけでなく、道路交通課のほうも

一緒にそのワークショップの中に来ても

らってというふうなことが要るんじゃな

いかなというふうに思っております。そ

うした取り組みも行っていただけたらな

というふうに要望しておきます。

　次に、吹田操車場跡地まちづくり事業

なんですけれども、この点については、

先ほど聞きました吹田貨物ターミナル駅

の影響については再度聞いておきたいと

思うんですけれども、調整会議が今後ど

のようなスパンでやられていくのかとい

うのは、今後立ち上げてからでないと決

まらないというご答弁でありました。

　いよいよ開業だということで、摂津市

よりも、吹田市の方で地域の環境への影

響が大変だというようなこともおっしゃっ

てるというふうに聞いております。摂津

市に影響がないかといえばそうじゃない

というようなことで、この間、代表質問

等でも議論が進められたかなというふう

に思うんですが、その今後どういうふう

にこれを監視していく、調整していくと

いうようなことについては、しっかりと

取り組んでいってもらわないといけない

というふうに思いますので、そのあたり

の認識についてもう一回お聞きしたいの

と、貨物ターミナル駅は吹田と百済の両

方に３月１６日から事業が移行してると

いうふうになってるんですけれども、貨

物の取り扱い量は計画では半々というふ

うなことで聞いてますけれども、ＪＲ貨

物のほうでは半々で恐らくやってるとい

うふうに思いますが、必ずしも半々とい

うようなことではなく、利用されている

輸送業者等々があるといったことも一部

漏れ聞くわけなんです。そうしたところ

で吹田、百済それぞれの状況についても

しっかりと把握していかないといけない

と思っておるんですけれども、そのあた

りのところで、市のほうで計画等をつか

んでいるようでしたらお聞きしておきた

いと思います。

　あわせて、大阪貨物ターミナル駅、従

来から摂津市にある新幹線沿いの部分で

すけれども、そこのところへの貨物量の

影響なんかもあるんじゃないかなという

ふうに思うんですが、そうしたものはつ

かんでおられるでしょうか。もし答弁で

きるようでしたらお願いしたいです。

　あと、阪急京都線連続立体交差事業に

かかわる部分ですけれども、東日本大震

災での影響についてというようなことで

ご答弁いただきました。

　東北の状況なんかを聞いていても、な

かなか震災の復興が思うように前に進ん

でないというようなことが、この３月で

２年を迎えても聞くわけであります。

　ただ、そうした中でも、この間の緊急

経済対策等々で全国の公共事業は前倒し

も含めて進めていってるというふうなこ

とも聞く中で、どういうふうに見ておけ

ばいいのかなというふうな点については

悩ましいなというふうに思っているんで

すけれども、一定、国のほうでもこの事

業については進めていくというふうな方

向性あるようでありますが、実際その進

めていく中での事業費の点について、こ

れは、見通しというような点では持ちに

くいのかなというふうに思いますので、

答弁は結構ですので、しっかりとその点

については、今後どれぐらいの費用が要

るんだろうというふうな点について、そ
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のあたりも市民にとっては大事な情報と

いうふうに思いますので、また随時お示

しいただけたらなというふうに思います。

この点は要望で、答弁は結構です。

　あと、千里丘西地区市街地再開発支援

事業ですが、これも開発計画についてコ

ンサルタントに丸投げした計画では失敗

している事例が多いというようなことは、

これまでにもご報告聞いていて、市と準

備組合とコンサルタントの３者でしっか

りと連携して進めるというふうなことの

答弁を、今お聞かせいただいたわけであ

りますが、しっかりとその中での市の果

たすべき役割というのがあるというふう

に思いますので、その点について、今後

とも鋭意頑張っていただきたいというこ

とを要望しておきます。この点も答弁は

結構です。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　それでは、弘委

員の質疑に答弁させていただきます。

　吹田貨物ターミナル駅関連での調整会

議について、まだ開催がされてないとい

うことで、その一言だけでしたので、何

も検討がされてないというような言い回

しになってしまったかと思います。非常

に申しわけありません。こちらは全く検

討していないということではありません

でして、平成１８年に覚書を締結してい

る中で、吹田市と摂津市とＪＲ貨物の３

者で調整会議の設置に関する覚書を締結

しております。この中で、３者で調整会

議を開いていきましょうと決まっており

ます。これは吹田貨物ターミナル駅開業

日から３か月以内に開くということで覚

書締結しておりまして、これにつきまし

てはＪＲ貨物が音頭を取って調整すると

いうことで、吹田貨物ターミナル駅開業

前から吹田市とも話を進めております。

忘れてるというわけではなくて、開催に

向けて調整を図っているところというこ

とでご理解をお願いいたします。

　それと、吹田貨物ターミナル駅と同時

に百済貨物ターミナル駅も１６日にリニュー

アル開業しておりまして、その貨物の取

り扱い量ということにつきましてですが、

どちらにつきましても年間貨物取り扱い

量は１００万トン以内ということで、吹

田貨物ターミナル駅につきましても百済

貨物ターミナル駅につきましても１００

万トン以内という決まりの中でやってい

くということになります。本当に半々に

なるのかというところまでは我々のほう

でも把握はしていないのですが、毎年貨

物駅の各駅ごとの年間取り扱い量の情報

等もいただいておりますので、そういっ

た情報の中でまた今後わかってくると思っ

ております。

　また、大阪貨物ターミナル駅への影響

というところは、申しわけありませんが、

現状では把握できておりませんので、何

ともお答えいたしかねます。申しわけあ

りません。

○藤浦雅彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　ありがとうございます。

　今回、吹田貨物ターミナル駅のことで

お聞きさせていただいたわけなんですけ

れども、先日開業してというようなこと

での今の現状での変化もありますし、ま

た、これが今後その国立循環器病研究セ

ンターの移転にかかわって悪影響になる

ようなことがあってはならないというふ

うに私は思ってます。

　クリーンセンター問題でめどがついて、

誘致を前向きに進めていこうというとき

に、環境問題等々が足を引っ張るような

ことになるんじゃないかなというような

ことが一部懸念される部分でもあります。

そうした点では、住民の健康にかかわる

問題というようなこともありますし、しっ
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かりと取り組んでもらえるように、これ

は強く要望を申しておきたいなというふ

うに思っております。

　吹田貨物ターミナル駅の今後について

は、きちんと状況なんかが把握できるよ

うな形にできればしていっていただきた

いなというようなことで、これもあわせ

て要望としておきたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　弘委員の質疑が終わ

りました。

　次に、森西委員。

○森西正委員　それでは、弘委員も今、

質疑をされまして、代表質問でも質問さ

せていただいておりますので、もう少し

具体的な部分も聞かせていただきたいと

いうふうに思います。

　予算概要に沿って進めさせてもらいた

いと思うんです。

　９０ページの阪急正雀駅前地区整備支

援事業です。弘委員からも質疑がありま

したけれども、地元主体のまちづくり活

動への支援ということで、だんだんと予

算が目減りをしているというふうなこと

で話をされておられました。

　これは地元主体ということで、さまざ

まされてるというのは今、ご答弁いただ

いたんですけれども、そうしますと、こ

のまちづくりをしていく上で、いつにな

れば正雀地区が動いていくのか。今と違

う形で進めることになっていくのか、そ

の点、担当としてどのように考えておら

れるのか、お聞かせいただきたいという

ふうに思います。

　続いて、吹田操車場跡地まちづくり事

業ですけれども、これ、補正のほうでも

１６万円の減額ということで、また、平

成２５年度予算で１６万円というような

ことでまちづくり計画委員会の費用が出

ております。

　平成２４年度も予算化していますので、

これは開催をされるということで進めて

こられたわけです。平成２４年補正予算

で減額をして、平成２５年でまた改めて

出されておられますけれども、これは平

成２５年度は確実に開催されるというふ

うなことなのか、お聞かせいただきたい

というふうに思います。

　続いて、阪急京都線連続立体交差事業

ですけれども、この中でも連続立体交差

事業調査委託料６００万円、これは平成

２４年度の補正予算で減額補正をされて

いて、また、平成２５年で６００万円を

予算化をされておられます。

　代表質問のときに、国のほうで補助決

定されるということで、現地測量、土地

調査などの着工準備に協力して地元説明

会では周辺住民の方々とのワークショッ

プを開催する運びとなりますというご答

弁いただいているんですけれども、これ

はワークショップをするに当たっては、

補助決定を得なければ進めれなかったも

のなのか、補助決定がなくてもそういう

ワークショップ、まちづくりの懇談会で

すが、これを進められたものなのか、そ

の点についてお聞かせいただきたいとい

うふうに思います。

　続いて、千里丘西地区市街地再開発支

援事業にかかわって、再開発推進団体等

補助金１，５００万円です。先ほどから

もご答弁いただいて、コンサルタントを

入れて、３者でもって進めていくという

ことでありますけれども、この点、コン

サルタントは比較的、理想で動かれると

いう部分が多々あって、現実的な動きで

作成をしていただかなければならないと

いうふうに思っておるんですけれども、

今まで、準備組合でも費用を少し出され

ておられます。出されておられますけれ

ども、現実はあのような形になっており

まして、これは何とか動くような形を進
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めていただけかなければならないという

ふうに思いますけれども、この点、準備

組合がコンサルタントを雇われてという

ふうなことになるのかなというふうには

思うんですけれども、現状でどういうふ

うになっておるのか、これからコンサル

タントの方を雇われるのか、街区整備計

画（案）をつくられるということですけ

れども、その点はもう進んでおるのか、

これからの話なのか、お聞かせいただき

たいというふうに思います。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　ただいまの森西

委員の２点目の吹田操車場跡地まちづく

り事業関連と３点目の阪急京都線連続立

体交差事業関連の質疑につきまして答弁

させていただきます。

　まず、２点目の吹田操車場跡地のまち

づくり事業の中で、まちづくり計画委員

会の負担金が平成２４年度で１６万円、

満額を減額補正させていただきまして、

平成２５年度にも計上している内容につ

いてということでございますけども、こ

ちらの吹田操車場跡地まちづくり計画委

員会の負担金につきましては、吹田操車

跡地まちづくり計画委員会の開催に関す

る費用の負担分でございまして、有識者

への報償金や会場使用料、資料の印刷製

本費ということで計上させていただいて

おります。

　もともと計画委員会は、まちづくりを

具体的に推進するためにまちづくりにお

ける各方面の専門家からの意見聴取する

中で、より整合性が図れた実現性の高い

計画の策定等を目的とし、平成１８年に

設立されている委員会でございまして、

今年度、なぜ開かれてなかったかという

ことにつきましては、まちづくりにつき

ましては全体構想と基本計画等もつくっ

て事業をしていく中で、案件としては、

先ほどから話が出ております国立循環器

病研究センターの動向、ここがまちづく

りの一番大きな話となっております。

　国立循環器病研究センターの動向が見

えたら計画委員会や促進協議会を開いて

いく必要があるということで、１年前に

は、平成２４年度中にはそういったこと

も決まっていくだろうということで計画

委員会のを計上させていただいていまし

たが、その辺の動向がまだ見えなかった

ということで平成２４年度につきまして

は減額させていただいております。今の

状況から、平成２５年度には決まって計

画委員会が開かれるだろうということで、

新規で１６万円の負担金を計上させてい

る状況でございます。

　あと、３点目の阪急京都線連続立体交

差事業につきまして、こちらも調査委託

料の６００万円を平成２４年度に減額し

た上で、平成２５年度にまた新規で計上

させていただいている件につきまして、

補助決定との関連性というところでござ

いますが、このワークショップにつきま

しては、阪急京都線連続立体交差事業を

進めるに当たって地元住民と懇談会を開

いていくことで、本当に事業が進むのか

という動向をある程度つかんだ上でとい

うことになってきます。

　今年度なぜ開けなかったかといいます

と、実際の国費の決定というのも含めて

ですが、大阪府として本当に事業実施す

るのかという方針が最終的なところでま

だ出ておりませんでした。平成２３年度

には大阪府の都市整備中期計画（案）に

おいて、今後１０年以内に着手というこ

とがうたわれましたが、あと、大阪府の

建設事業評価審議会という、１０億円以

上の新規事業につきましては大阪府とし

ても審議をする場というのがございます。

これが年度当初には開かれるとは聞いて
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いたのですが、開催がおくれまして、最

終的に先月の２月１４日に大阪府として、

連続立体交差事業の事業実施だという方

針決定が出されました。これで大阪府と

しても事業を進めていくんだという姿勢

が出ました。これが出るまでは地元に入っ

ても、本当に進むという担保がないとい

うことになってきますので、なかなか今

年度は入ることができなかったんですが、

大阪府として事業実施ということになり

ましたので、実際に連続立体交差事業と

しては進んでいくんだということで地元

には今後入っていけると考えております。

○藤浦雅彦委員長　新留都市計画課長。

○新留都市計画課長　阪急正雀駅前地区

整備支援事業について、地元主体のまち

づくり活動への支援ということで予算計

上して今まで動いてきているわけでござ

いますが、正雀地域については以前から

阪急正雀駅前の整備につきまして、阪急

京都線連続立体交差事業の検討を初め、

駅前広場や再開発の計画など、さまざま

な検討を行ってきております。

　ただ、バブル崩壊による社会経済情勢

の激変を受けまして、これらのことにつ

いて地元商店街や地区の住民の方々とも

我々話し合ってきた経緯から、ハード面

の再開発の実施は地元の合意を得ること

が非常に難しいということを我々行政と

しても認識しておる状況でございます。

　それらの事実を認識した上で、先ほど

もありましたが、ハード面の道路整備は

道路管理者のほうでも今、土木下水道部

で受け持ってもらっておりますので、主

にソフト面のまちづくりについて地元住

民の方と一緒に考えていく機会を継続的

に実施するということが必要であるとの

考えからこのワークショップによる懇談

会を今、行っておる状況でございます。

　このワークショップにつきましては、

平成１８年から月１回の割合で市民の自

由参加とし、最初は有識者も呼びながら、

近年では行政と市民によるワークショッ

プ形式による懇談会を開催しております。

参加者の皆さんの意見を聞き、また、参

加者同士での意見交換を図っております。

　正雀地区につきましては、行政と市民

の協働によりまして、やはりそれぞれ何

ができるのか、また、何をすべきかにつ

いてはこれまで話し合いを継続的に根気

よく進めてきておりますので、ワークショッ

プから派生するさまざまなまちづくり活

動に対して必要に応じて支援してきたと

ころでございます。

　それから、千里丘西地区市街地再開発

支援事業の、再開発推進団体等補助金１，

５００万円の中身として、コンサルタン

トに委託していくわけですが、これから

準備組合からコンサルタントへ委託して

いくスケジュール的なものとして、平成

２５年度に入りまして国から１，５００

万円のうちの３分の１が交付金として市

のほうに一旦入ります。その５００万円

と１，５００万円の３分の２の残りの１，

０００万円を市のほうでプラスしまして、

１，５００万円で準備組合のほうに補助

金を出していくと。その後、準備組合の

ほうからコンサルタントに委託の手続を

とってもらうと。それから具体に動いて

いくというような流れでございます。

○藤浦雅彦委員長　森西委員。

○森西正委員　阪急正雀駅前地区整備支

援事業は、以前からこの委員会でもいろ

いろと質疑があって、地元の方を中心と

してされてきたというのはよく理解をし

ております。

　このままいって、阪急正雀駅前で急に

変化があるとかというのは考えにくいと

思うんですけれども、今、ワークショッ

プに参加をされている方というのは、日々
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の動きをどうするかというようなそうい

うふうな観点でもって考えておられてワー

クショップを参加をされているというふ

うに思いますので、その点は、やっぱり

なかなかワークショップに日々参加をさ

れている方から変わった発想と言います

かね、急な転換と言いますか、なかなか

難しいと思いますので、その点はやはり

行政側が入っていただいて知恵を出して

いただいて、発想の転換なり違う考えな

りを起こしていただきたいです。私も今、

何か案があるかというとないんですけれ

ども、ぜひともよろしくお願いしたいと

いうふうに思います。

　続いて、吹田操車場跡地まちづくり事

業ですけれども、国立循環器病研究セン

ターの動向を見てということですけれど

も、有識者というのはどういうふうな方

が入られるのか、そして、吹田市とどう

いうふうな関係でもってこの委員会をつ

くられるのか、摂津から担当のほうが入っ

ていくのか、その点、お聞かせいただき

たいというふうに思います。

　続いて、阪急京都線連続立体交差事業

ですけれども、平成２３年度に今後１０

年以内に着手する予定ということで大阪

府の都市整備中期計画（案）に位置づけ

られたと。そして、２月１４日に事業の

実施というようなことでその方針が決定

をされたということでありますけれども、

そうしますと、平成２３年度で今後１０

年以内に着手するということですから、

これは平成２３年度、平成２４年度には

もう着手するというふうなことで摂津市

としては考えるということですか。

　そして、２月１４日に方針決定という

ふうなことでありますけれども、今後２

５年度に補助決定をされるというふうな

ことでありますと、その後に何らかのま

た働きかけなり何なりというのが必要に

なってくるのか、平成２５年度に補助決

定をされると、あとは平成２３年度のと

きに１０年以内に着手するというふうな

ことで決められてますから、それに向かっ

て、ただ粛々と進んでいくだけなのか、

大きな問題とか課題というのが出てくる

のか、お聞かせをいただきたいというふ

うに思います。

　千里丘西地区市街地再開発支援事業に

ついてですけれども、この点も、何とか

前に進むような形でよろしくお願いした

いというふうに思います。

　なかなか今までの部分というのは、い

ろいろ検討されてきたけれども前に進ん

でなかったというふうな部分があります。

そして今回は吹田操車場跡地まちづくり

事業の関連で千里丘中央線という道路も、

つくられて動いてきますので、それに結

びつける動線というのはこれは絶対に必

要でありますし、歩道の話もありますれ

ども、歩行者の安全の確保というのは必

ず進めていかなければならないというふ

うに思います。

　その中で、今までの考えと違った考え、

地区を変更していかなければならないと

いうことも生じてくるかもわかりません。

その点、今どういうふうな地区の変更と

かそういうふうな部分というのを考えて

いくのか、お聞かせいただきたいという

ふうに思います。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　森西委員の質疑

にご答弁させていただきます。

　まず、吹田操車場跡地まちづくり事業

関係のまちづくり計画委員会につきまし

てですけが、どのような有識者が入って

いるのかということと、摂津市のほうで

はどのようなメンバーが入っているのか

というようなご質問だと思います。計画

委員会自身については、組織として計画
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委員会と促進協議会という２つの組織に

分かれております。

　計画委員会につきましては、委員が１

０名おりまして、摂津市のほうでは摂津

市長が入っておりまして、ほかには阪大

病院長、関大教授、国交省近畿地方整備

局長、大阪府の副知事、吹田市長等とい

う方々で計画委員会のメンバーは構成さ

れております。

　また、促進協議会につきましては、委

員が１４名おられまして、摂津市のほう

につきましては、副市長がメンバーとし

て入っております。ほかのメンバーにつ

きましては、商工会会長でありますとか、

医師会会長、関西電力、大阪ガス、ＮＴ

Ｔ、ＪＲ西日本等ということで、もちろ

ん吹田の副市長等も入っておるというよ

うなメンバー構成になっております。

　あと、もう一点、阪急京都線連続立体

交差事業につきまして、大阪府の中期整

備計画（案）の中での今後１０年という

表現等と、今後どういった働きかけが必

要なのかというようなご質問ですが、ま

ず、大阪府の都市整備中期計画（案）と

いいますのが、これが大阪府の事業を今

後１０年間でどういう事業をどういう形

でやっていくのかという１０年間スパン

で考えている計画ということになってお

ります。

　平成２３年度に策定しておりますので、

そこから１０年後には今回の阪急京都線

連続立体交差事業は着手していると記載

されています。１０年後に着手するとい

うわけではなく、表現としまして１０年

後、平成３２年のときにはもう着手され

てるというような表現というのが大阪府

の都市整備中期計画（案）というもので

ございます。

　あと、大阪府への働きかけ等というこ

とになりますが、まず大阪府としまして

は、中期計画にのらないことにはまず事

業をやっていけないという中で、今年度、

平成２４年度には新規事業としての建設

事業評価審議会にも諮りまして、実際に

事業を進めていくという答えを出しまし

た。

　もう一点、大阪府が公表しております

大阪府の平成２５年度、来年度の予算概

要において、連続立体交差事業の中で阪

急京都線摂津市付近をあげております。

府費の予算としましても平成２５年度は

やっていくという、もちろん大阪府のほ

うも議会中でございますので、まだ予算

案ではありますが、大阪府としてもやっ

ていくつもりだということは明確に出し

ております。

　あと、事業としまして実際に国費決定

がされますと、基本的に事業は進んでい

きますので、その先またどこかに要望を

かけていくというようなことは基本的に

はなく、事業としては進んでいきます。

事業上の問題というのは、またほかには

事業進める中では出てくるとはしまして

も、事業としては進んでいくであろうと

いうふうに考えております。

○藤浦雅彦委員長　新留都市計画課長。

○新留都市計画課長　阪急正雀駅前地区

整備支援事業でございますが、ワークショッ

プをやっているがワークショップの中で

はなかなか市民からの発想が出にくいと

いうようなことで、まちづくりの発想と

して行政側が考えていかなければならな

いということであったと思うんですが、

正雀地域におきましては、現時点で大阪

府が今、施工しております十三高槻線の

正雀工区、これも平成２５年度末には完

成してまいります。それから、阪急正雀

駅前の公共交通を含めた交通アクセス上

の問題とか、今、土木下水道部で取り組

んでおります地区内の道路整備等もござ
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いますので、我々もできるところは情報

提供もし、土木下水道部とも連携を図っ

て進めてまいりたいと考えております。

　それから、千里丘西地区市街地再開発

支援事業の状況で、これまでもさまざま

な検討をやってきているけれどもなかな

か進んでないということで、何とか前に

進むようにやっていただきたいというこ

とであったと思うんですが、これにつき

ましても、前回も申し上げておりますと

おり、我々も役員会に毎回出させてもらっ

ております。その中で、理事会としても

今回が最後のチャンスというような意気

込みで、子や孫までにこういう問題を残

したくないという意向で取り組んでおら

れますので、そういうことで進めていき

たいと。

　それから、地区の変更等を考えていく

のかということでございますが、これに

つきましても、準備組合や各権利者とこ

れから調査をしていく中で、協議をしな

がら調整し、区域取りをやっていきたい

というふうに考えております。

○藤浦雅彦委員長　森西委員。

○森西正委員　そうしましたら、吹田操

車場跡地まちづくり事業も阪急京都線連

続立体交差事業も平成２５年度でどうな

るかによって今後まちづくりはどう動い

ていくのかという大事な年であろうかと

いうふうに思いますので、その点は担当

のほうもよろしくお願いしたいというふ

うに思いますので、要望とします。

　千里丘西地区市街地再開発支援事業も、

近年中に動く可能性を持っているという

ふうなことで、その点もいい形になるよ

うに、ぜひともよろしくお願いしたいと

いうふうに思います。

　阪急正雀駅前地区整備支援事業は、ご

答弁を聞いていても難しいかなというふ

うに思うんですけれども、その点も関係

機関、庁内で協力をし合いながら、より

よいまちになるようによろしくお願いし

たいというふうに思います。

○藤浦雅彦委員長　森西委員の質疑が終

わりました。

　次に、大澤委員。

○大澤千恵子委員　おはようございます。

　弘委員と森西委員が質疑をされました

ので、私のほうは要約のみ質問させてい

ただきたいと思うんですけれども、１つ

は、吹田操車場跡地まちづくり事業で、

国立循環器病研究センター誘致ありきで

まちづくりが進められていますが、万が

一、国立循環器病研究センターが来ない

ということになれば、どれぐらいのデメ

リットが今あるのか。もし来なければ、

その後どういうふうなことを想定されて

いるのかということをお聞きしたいなと

いうふうに思います。

　もう一つは、先ほどの阪急京都線連続

立体交差事業の件なんですけれども、先

月２月１４日に方針決定ができて、やっ

と事業ができるというようなお話だと思

うんですけど、今まで大阪府から市に調

査費が出てたと思うんです。

　いつから調査費が出てましたか。何年

ぐらいでどれぐらいのお金が出てたのか

ということと、この調査は何をされてた

のか、具体的にお聞かせください。国費

がおりた時点で事業が進められるという

ことでしたけれども、今まで調査したん

だから、もし国費が出たらすぐにでも始

めれるのか、調査の段階はもう終わった

のかというところもあわせてお聞かせい

ただきたいと思います。

　それから、千里丘西地区市街地再開発

支援事業において、準備組合というのは、

以前お聞きしたら、連絡をとるのも結構

大変だったというお話があったと思うん

です。そういった準備組合に１，５００
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万円の再開発推進団体等補助金を出され

てるんですけれど、一部の人間だけでこ

の補助金を使ってコンサルタントへの委

託をやるようなことにならないのかとい

うところで、その組織についてもお聞き

します。

○藤浦雅彦委員長　それでは、答弁お願

いします。

　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　大澤委員の質疑

に答弁させていただきます。

　まず、吹田操車場跡地の国立循環器病

研究センターについて、今、移転を誘致

している中で、もし来なかった場合どう

なるのかという点についてでございます

が、今、誘致しておる場所につきまして

は、土地区画整理事業の保留地となって

おりまして、保留地を国立循環器病研究

センターに買っていただくということを

予定しております。

　まず、土地区画整理事業としましては、

この保留地を売却できないことには、今

行っております事業についての収入の目

処が立たなくなってきますので、これは

事業としましては何らかの保留地売却を

行っていく必要があるという中で、今、

国立循環器病研究センターが来るであろ

うということ動いておりますので、もし

来なければ、どういったところに売って

いくのかを考える必要があります。ただ、

まちづくりゾーニングとしては医療健康

及び教育文化創生のゾーンということで

定めておりますので、そういったまちづ

くりの観点からも、どういったことをし

ていくのかというような議論が必要になっ

てきます。

　それと、もしまちづくりの観点の医療・

教育系ということも見直して、駅前です

のでマンション等という話になってきま

すと、本市で所有しております土地売却

にも影響が出てきますので、なかなか実

際に国立循環器病研究センターが来なけ

ればということは、常に我々も施行者で

ありますＵＲ等とも議論をしながら、そ

ういったリスクも考えながらということ

では進めているところではございますが、

今後のまちづくりにつきまして、どういっ

たことになっていくかというのをまた改

めて協議していく必要があると考えてお

ります。

　２点目の阪急京都線連続立体交差事業

につきまして、今まで大阪府から調査費

がおりていたのではないかということで

す。連続立体交差事業の概略を定めるた

めの調査を平成２０年から２２年度にか

けて３か年で調査をしております。

　これも同じく事業主体は大阪府でやっ

ておりますので、大阪府が国費を取得し

てる中で、基本的には大阪府に対して摂

津市が負担金を支払うというような形で

平成２０年から２２年まで行っておりま

すが、内容によりましてそのまちづくり

に関連するところ等につきましては、一

旦大阪府が受ける負担金を摂津市のほう

に負担金という形でいただきまして、摂

津市が発注するというようなこともしな

がら、今後連続立体交差事業をどういう

形でやっていくかという概略調査を３年

間行っておりました。そういった意味で、

大阪府からの調査費とおっしゃられてい

るのは、大阪府から負担金をもらって調

査をしていた事かと思います。

　そのような調査を含めまして、実際に

ここの連続立体交差事業についての実現

可能性等につきましての概略設計等を行っ

ている上で、国交省等にも資料を持って

説明に行ってるという状況であり、あく

までも、以前行っているのは概略の調査

でございますので、今後、来年度から国

費を取得して行っていく調査というのは、
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もう少し詳しい調査を行っていきます。

ある程度詳しい絵がかけないことには実

際の工事にはかかっていけませんので、

調査の中でも概略と詳細の二段階あると

いうことでご理解をお願いしたいと思い

ます。

○藤浦雅彦委員長　新留都市計画課長。

○新留都市計画課長　３点目の千里丘西

地区市街地再開発支援事業の、再開発準

備組合の件ですが、組合員になかなか連

絡がとれなかった状況があるんじゃない

かということですけども、千里丘西地区

の市街地再開発準備組合につきましては、

昭和６３年の３月に立ち上げされており

ます。平成元年から事業協力者を決定し、

準備組合が事業化に向けて進めてこられ

ましたが、平成３年には事業協力者が撤

退し、準備組合活動もなかなか進まない

という停滞している状況がございました。

　それから、平成２３年から２４年度に

かけまして準備組合がまた新たに主体と

なりまして、大阪府の都市整備推進セン

ターのまちづくり活動サポート助成金を

受けられまして、千里丘西地区の再開発

事業に向けての合意形成活動を今、進め

てきておられます。

　平成２３年度から平成２４年度に進め

てくる中で、平成２３年度に準備組合と

して地区内の権利者、土地所有者、建物

の所有者に対してまちづくりの意向調査

を実施されております。このときに我々

も一緒に入っておりまして、関係権利者

を調べまして、全てお持ちするなり郵送

で送るなりということで全部調べて情報

提供をさせてもらっております。そうい

うことで、今後進めていきたいというふ

うに考えております。

○藤浦雅彦委員長　準備組合の組織体の

ことも聞かれてますので、誰が理事長で、

どこに事務所を置いて、どういう組織な

のかということをもう少し補足して説明

していただけませんか。

　新留都市計画課長。

○新留都市計画課長　準備組合につきま

しては、理事長は武友理事長です。

　準備組合の事務所としては活動してい

る事務所がございました。そこにつきま

しては、今現在も理事長が私費を支払っ

て、事務所を継続して借りておられる状

況でございます。

○藤浦雅彦委員長　吉田都市整備部長。

○吉田都市整備部長　国立循環器病研究

センターが来なければどうなるのかとい

う質問をいただいておるんですけども、

我々の今の感触でございますけども、非

常に微妙だとは思います。

　ただ、我々が聞いてる話としましては、

吹田市から入ってる情報としては、国立

循環器病研究センターのほうとしては、

今、箕面市のほうに再度ヒアリングをか

け、そして吹田市にもヒアリングをかけ

て一定の方向を定めていきたいというご

意向はあるみたいです。

　ただ、いつかけたのか、また、その結

果がどうなったのかということは、まだ

我々のほうには届いてないんですが、そ

れにつきましても、基本的に我々が聞い

ている話としては、箕面市の船場のほう

は物件が建ち並んでいて、いろんな関係

者が入り乱れるというような中で事業が

国立循環器病研究センターのスケジュー

ルに合うのかどうか。基本的に更地が条

件に全てなっておりますので。

　ただ、そうなりますと、吹田操車場跡

地は区画整理が完了した保留地ですから

基本的には更地です。文化財も調査して

いる。いろんなことを含めますと、メリッ

トとしては吹田操車場跡地のほうが高い

んじゃないかということと、もう一つは、

先般もご説明申し上げましたけども、正
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雀下水処理場が平成２５年度をもって停

止、解体、撤去という運びになろうかと

思いますし、そうなりますと、吹田市が

国立循環器病研究センターにプレゼンテー

ションをしているリザーブ用地が担保で

きるということは前の本会議でもご答弁

申し上げたとおりです。非常にレベルが

上がってきたというような実感を持って

おります。

　ただ、問題は、向こうがいつ公表する

かというこの時期が我々としては非常に

つかみにくい状況になっておるというの

が現状であります。

　ただ、国立循環器病研究センターが来

ない場合どうなるかということですけど

も、先ほど参事からご説明させていただ

きましたけども、やはり事業費に充てる

保留地が国立循環器病研究センターに買っ

てもらう、国の施設に買ってもらうとい

う前提になっておりますので、そのあた

り、いつまで待てるのかということは我々

はＵＲなり吹田市なりに申し入れて、早

く方向性を出してもらいたいと。事業主

体はＵＲでございますので、そのあたり

の待てるリミット、これを出した上で最

終的に考えていきたいというふうに思っ

ております。

○藤浦雅彦委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　千里丘西地区市街地

再開発支援事業の、再開発準備組合の件

なんですけど、明確な準備組合のメンバー

構成とか、現在何人いてて、今、理事長

はわかりましたけど、そのほかの方がど

れぐらいの人数いらっしゃって、再開発

推進団体等補助金の１，５００万円を、

どういうふうに使われていこうとしてい

るのか、準備組合はそれを受け持てるの

かどうかというのが私にはあまり理解が

できないので、そのあたりもう一度説明

いただきたいということでお願いします。

　国立循環器病研究センターの件に関し

ましては、非常に努力をしていただいて

一生懸命やっていただいているので、恐

らく大丈夫だろうというような思いを持っ

ております。

　ただ、もしだめだったらどうなんだろ

うという、保留地に関してどういう方向

性で動くのかということをお聞きしたかっ

たので、これはもう結構です。ありがと

うございます。

　それから、阪急京都線連続立体交差事

業の大阪府からの調査費なんですけど、

今、調査費のほうが２種類あるというよ

うなご答弁いただきました。今回も５４

０万円の調査費を出されてます。これに

関してはどこまでの調査費なのか、調査

されたことは、具体的にどういうことを

調査されたのか、これをお答えいただき

たいと思いま。

○藤浦雅彦委員長　答弁お願いします。

　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　大澤委員の阪急

京都線連続立体交差事業の調査費につい

ての質疑にご答弁させていただきます。

　まず、平成２５年度で計上させていた

だいております５４０万円の調査につき

ましては、大阪府が行います測量や土質

調査、詳細設計を大阪府が国費とあわせ

て調査を行うための地元市の負担金とい

うことになっております。

　確かに様々な調査がございまして、過

去の３年間とは何が違うのかというとこ

ろでございますが、過去の３年間につき

ましては、ある程度今まである既存のデー

タ等を活用しまして、詳細に測量したり、

土質調査をしたりということはせずに、

それぞれ阪急電鉄が持っている資料や既

存の図面等を利用しながら、実際に事業

をした場合に、どのような構造をつくっ

ていくのかということを過去３年間にわ

－
22
－



たって検討しおります。

　その中では、例えば土質調査等を行っ

ておりませんので、橋脚をつくる中でも、

基礎を何メートル入れる必要があるのか

とかというような詳細のところまでは検

討し切れてない状況で、概算工事費等を

算出いたしております。

　今後、実際に事業をしていく中では、

測量もして土質等の調査もした上で構造

の検討を行い、詳細な設計を行って実際

の工事にかかっていくという基となる調

査となっております。過去の３年間はあ

くまでも概略的な概略設計と呼ばれるも

ので、今後、詳細設計を行うための調査

を行っていくということになっておりま

す。

○藤浦雅彦委員長　吉田都市整備部長。

○吉田都市整備部長　先ほど、千里丘西

地区市街地再開発支援事業の、再開発準

備組合の件で、もっと明確にというお話

がございましたけれども、再開発の準備

組合につきましては、昭和６３年３月１

３日の施行の千里丘西地区市街地再開発

準備組合の定款を定めております。これ

に基づいて全てが動いてるという形でご

ざいます。

　事務所についてのお話がありましたけ

ど、事務所の所在地も定款で定めており

ます。事務所は摂津市千里丘１丁目７番

７号に置くということでございます。そ

こに今、武友理事長が自分名義で借りて

おられて、そのまま看板を掛けて、もし

も何かあったときはそこを使うというこ

とで、ずっとこの定款に基づいて借りて

いただいております。それは私費でござ

います。そういうことで、現在事務所も

ある。定款に基づいた内容で動いている

というのが今の状況です。

　メンバーでございますけども、現在、

地権者は５３名、それと組合員はそのう

ち３６名という形で、先ほど課長が申し

上げましたように、来年度からの調査に

つきましては、今までアンケートでした

けど、コンサルタント側と役員、我々も

含めまして直接意見を聞いて回り、基礎

的な資料をつくっていこうという形も現

在考えております。この中身は、全て役

員会のほうで内容を定めて方向性を整理

して、そのときに摂津市が技術支援なり、

人的支援を含めまして資金も出しますけ

ども、人も口も出すという形になろうか

というふうに思っております。

○藤浦雅彦委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　阪急京都線連続立体

交差事業の件ですけども、詳しく載って

る資料を私のほうが拝見してなかったみ

たいで、申しわけありませんでした。

　ただ、この調査費に関して、物すごく

わかりにくかったということがあります

し、今後この事業をやるに当たって、非

常に大きなお金が多分動く新規事業にな

るかと思われますので、このあたり、せっ

かく国の補助金が出て実際にこれをやっ

ていく上で、いろんな形で土地の件も出

てくると思うんですけど、そういった件

を慎重に進めていかないと、なかなか到

達点にいかないのかなというような気が

します。

　踏切に関しましては、非常に渋滞して、

連続立体交差事業が行うことによって非

常に市民にとってはいい事業だというふ

うに思っておりますので、今後いろんな

方針決定がされて実際動くことになると

いろんなことあると思いますけど、一生

懸命努力して進めていただきたいなとい

うふうに思います。

○藤浦雅彦委員長　大澤委員の質疑が終

わりました。

　暫時休憩します。

（午前１１時５２分　休憩）
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（午後　０時５９分　再開）

○藤浦雅彦委員長　再開します。

　引き続き質疑を行います。

　上村委員。

○上村高義委員　午前中の質疑の中で、

ほぼわかってきたんですけれども、私か

らは２点ほどお聞かせ願います。

　まず１点目が、阪急京都線連続立体交

差事業の件ですけど、午前中の質疑の中

で、２月１４日に大阪府の事業が決まっ

たということであります。そのことによっ

て平成２５年度の予算化されていくのだ

ろうなと理解していますけども、２月１

４日は期末の非常に遅い時期だという印

象受けたんです。なぜ２月１４日に決まっ

たのかという、その経緯がわかれば教え

てほしいということと、摂津市の場合は

平成２４年度当初予算でこの事業は採択

されるのだということで、市としては、

予算計上していたわけですけれども、今

回、補正予算で６００万円を減額して、

平成２５年度に、また、計上しているわ

けですけれども、２月１４日に決まった

理由がわかればお聞かせ願いたいという

ことと、それまでに摂津市として、大阪

府に対してどのような働きかけをされた

のかなということを、お聞かせ願います。

　それと、千里丘西地区市街地再開発支

援事業の、再開発推進団体等補助金１，

５００万円の補助金の件は、説明で大体

わかってきたのですけども、やはり、私

は、何年間もずっと協議してきながら、

なかなか進展しなかったと、地権者の思

いがあって、理解が得られなかったとこ

ろもありますけれども、ここで１，５０

０万円の予算を計上された趣旨があるは

ずです。

　市としての意向もあるでしょうし、準

備組合のほうの意思もあると思うのです

けれども、そこらの思いというものが、

どういう形でこの１，５００万円に出て

きたのかなということをお聞かせ願いた

い。

○藤浦雅彦委員長　品川参事。

○品川都市計画課参事　ただいまの上村

委員の質疑にご答弁させていただきます。

　大阪府の事業評価審議会の結果が２月

１４日に出たということで、なぜ、こん

な時期まで遅くなったのかということに

ついてですが、まず、もともと大阪府と

しましては、都市整備部で所管しており

ました事業評価委員会というものがござ

いまして、連続立体交差事業につきまし

ては、都市整備部所管の事業評価委員会

に諮っていこうと、年度当初は考えてお

りました。

　まず、年度早々から諮ろうと考えてい

たわけですが、先ほども申しました東日

本大震災の関係で、国費が非常に厳しい

という話を年度当初にいただいておりま

したの。事業評価委員会なり、審議会を

通しましたら、ある程度の一定期間以内

に、事業を起ち上げる必要があることも

ございますので、事業評価委員会に諮る

時期を見定めており、先ほども申しまし

た国交省本省等に話をする等、ある程度、

一定の方向もついてきたという流れ中で、

都市整備部所管の事業評価委員会に９月

から諮り出しております。

　ここで、ちょうど同じく９月頃ですが、

大阪府において議会の議決を得ずに要綱

に基づいて懇話会として設置している有

識者会議が問題視されるということがご

ざいました。この都市整備部所管の事業

評価委員会が、まさにこの懇話会に当たっ

てくるというようなことがありまして、

改めて、条例に基づく建設事業評価審議

会に諮り直しをするということとなり、

１１月末から建設事業評価審議会という、

大阪府の中で一本化された審議会で諮り
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だしたという経過もございました。まず、

開始がおくれてしまったことから、最終

的には、結果が出るのがおくれてしまっ

たということになってございます。

　本市として、大阪府に対してどういっ

た働きかけをしてきたのかということで

すけれども、連続立体交差事業は事業主

体が大阪府でございます。

　ただ、事業としましては地元市の動き

というのもいろいろ出てきますので、大

阪府とは、かなり連携して事業を進めて

いく必要があり、大阪府とは、事あるご

とにいろいろ説明資料のやりとりであり

ますとか、会議を開いて密に連携をとっ

て、今年度は動いていた状況でございま

す。

○藤浦雅彦委員長　新留課長。

○新留都市計画課長　千里丘西地区市街

地再開発支援事業の件でございますが、

これまで、なかなか地元の合意が得られ

なかったのに、今回、なぜ、１，５００

万円の予算が計上されてきたのかという

ことでございます。先ほどもご説明させ

てもらっておりますが、平成２３年度か

ら平成２４年度にかけまして、大阪府都

市整備センターのまちづくり初動期活用

サポート助成金を受けて、改めて千里丘

西地区の事業化に向けての合意形成活動

を進められております。

　平成２４年８月１０日には、準備組合

の総会もございました。

　そのときに、市長も出席されておられ

ます。

　準備組合として、次年度以降、事業化

に向けて進むということとなれば、その

活動資金について、やはり市に対しても

要請をしていきたいということで、総会

の中で平成２４年度の事業計画を決定さ

れておられます。

　平成２４年１０月２３日には、準備組

合の臨時総会も開催されております。そ

の中で、準備組合として、次年度以降、

事業化に向けて具体的に詳細計画を策定

していくことを決議されておられるとい

う状況でございます。

　組合としましても、先ほども申し上げ

ましたけれども、これまで滞っていた分、

そういう平成２３年度の調査におきまし

て、意向調査も実施されております。

　この意向調査の中で、６割の方がまち

づくりに参加したいという意向をお持ち

でございます。

　そういうふうな事からしましても、組

合としても、もう一度、地元の意向を組

んでまちづくりを進めていきたいと考え

ておられるところです。

　我々、市としましても、従来から千里

丘東地区につきましては、再開発事業が

平成５年に完成しておりますが、千里丘

西地区につきましては、交通導線も悪く、

安全対策も進んでおらないということで、

再開発を主体に置きまして、整備を進め

たいという意向がありますので、そして、

従来から都市計画道路、駅前広場等の都

市計画決定をしておりますので、それら

を一体化した形で、再開発事業とリンク

した形でやっていきたいという思いで考

えております。

○藤浦雅彦委員長　上村委員。

○上村高義委員　阪急京都線連続立体交

差事業が２月１４日に決まった経緯を説

明いただきまして、今、聞いていますと、

大阪府内の組織の手続き上の問題があっ

ておくれたということですけども、そう

いう説明を聞くまでは、大阪府の関心が

薄いのではないかなと危惧していたので

すけれども、そうではないのだと、大阪

府としては、この事業は最重要課題とし

て位置づけてやっていくのだと、ただ、

手続き上の問題で延びていたということ

－
25
－



でありまして、やはり、そういった状況

があったとき、市としてもきっちりと向

こうに早くしてくれという要請活動をし

てもらわないと、また、平成２５年度に

なったときにも、そういうことがあった

ときに、延びて、この事業が危惧される

状況になるということがないように、ぜ

ひ、お願いしたいということを要望して

おきます。

　それと、千里丘西地区市街地再開発支

援事業の１，５００万円の補助金の件で

すけれども、今、説明がありましたけれ

ども、今の説明では、市の意向というの

は、若干、弱い気がするのですけど、私

が思っていますのは、千里丘西地区市街

地再開発は、以前から重要事項だという

ふうに言われていましたけれども、ここ

にきて吹田操車場跡地まちづくり事業が

進んできて、新しい道路もでき上がると、

それが、千里丘駅の西口につながってく

ると、そういったときに、千里丘駅の西

口と一体化したまちづくりというのも求

められてきているのではないかなと思っ

ております。

　そういった意味で、今回、税金を１，

５００万円投入してでも、まちづくりの

グランドデザインをしていくのだと、そ

れを基に、地権者に提示しながら、地権

者の意見も取り入れながら、ここの構想

を練っていく。そして、それに基づいて

皆さんに説明して納得していただくとい

うような方向をとったというふうに理解

しているのですけど、それで、地権者の

中では賛成、反対があるということであ

りますので、合意形成を得るために、こ

こは１，５００万円を投資して、それで

結論を得るのだという強い意志があると

思うのですけど、そこらをもう一遍、摂

津市の１，５００万円を投資する意思と

いうものを再度、答弁をお願いしておき

ます。

○藤浦雅彦委員長　吉田部長。

○吉田都市整備部長　委員がおっしゃる

部分は、我々も痛感しております。

　それは、当初、昭和６３年、この準備

組合が設立をされまして、今日に至るま

でに相当周りの環境が変わってきたとい

うことがあります。

　まず、１点目は、千里丘のガードが拡

幅された。

　次に、吹田操車場跡地が動いて、先ほ

どご説明申し上げました平成２８年には、

千里丘中央線が千里丘三島線まであたっ

ていくということは、千里丘駅西口の交

通安全対策は、もうこれは、待ったなし

の状態にだんだん近づいてきます。

　もう１点、これは、土木下水道部が所

管いたしますけれども、バリアフリー化、

そして、エレベーターの設置は我々都市

整備部で担って、整備していくというよ

うな流れが出てきました。

　となりますと、あの駅前を今のままで

いいのかというような安全対策、安心を

どう提供するのだというのは、これは、

行政の責務でございます。

　それに合わせて、その責務を果たすた

めには、当然、今、委員からもお言葉を

いただきましたけれども、一体的なまち

づくりというのが、重要な要点になって

きた。それも、我々は準備組合の役員会

に常に参加しておりますけれども、役員

の方々がおっしゃるのは、非常に駅前は

危ない。

　我々は、この時期を逃がしたら、千里

丘駅西口の安全対策はもうできないだろ

うということを役員は全て理解していた

だいております。

　今回、調査をやりますけれども、都市

施設の整備も含めて、検討を我々事前に

やっておりますけれども、大体、半分く
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らいの駅前広場でいけるじゃないかと。

　公共投資は、半分弱になっている。そ

れが、やっぱり事業としてやりやすいの

か、ただ、中の交通処理も今後考えてま

いりますけれども、やはりそういう面で、

支出を抑えながら、実効性のある内容等、

それと連動したまちづくりということが、

今、役員会の中では、共通の理念になっ

ております。

　もう１点は、やはり、公共施設を少な

く、駅前広場を必要最低限にすることに

よって、民地が残せます。

　これは、新しい制度で、今回取り入れ

ていますけれども、防災街区整備事業と

いうのは、新しい制度で、前もご説明し

たと思いますけれども、土地と建物、土

地だけ残したい人は土地だけを交換しま

しょう、再開発ビルに入る人は、土地で

はなしに区分所有してもらいましょうと

いうような、今までは、ビルの中に全て

を入っていただくというのが、再開発手

法でございますけれども、今回、我々が

考えております手法は、先ほどありまし

たアンケートを基本にして、少なくとも

ご理解をいただけるような、誰もが平等

に権利を主張できるような内容の整備計

画をつくっていって、市も連動して、こ

の調査の中で市が役割を果たすべき内容

を再生させる。これが一体的なまちづく

りの概念というふうに、我々は思ってい

ます。

○藤浦雅彦委員長　上村委員。

○上村高義委員　最後に要望したいので

すけど、物すごくわかりやすい説明をい

ただきましたので、千里丘西地区市街地

再開発支援事業の１，５００万円、投資

目的はそれで十分理解できましたし、１，

５００万円投資することで、やはり前に

進めていくのだという意思があるという

ふうに理解しましたので、ぜひ、投資を

有効に使っていただきたいというのをお

願いしておきます。

○藤浦雅彦委員長　上村委員の質疑が終

わりました。

　次に、三好委員。

○三好義治委員　それでは、確認の意味

を込めて質問したいと思いますが、午前

中から出ております阪急正雀駅前地区整

備支援事業で、ルート説明を聞きながら

感じ取った点なんですが、これもいろん

な過去の経緯もありながら、現在に至っ

ていると思うのですが、総合計画を見て

みましてでも、平成３２年では、まだ結

果が見えていないような中身でございま

す。

　今日まで、動いてきた部分と、今後、

この町は何をするねんと、この正雀駅前っ

てどうなるのかというのが、非常に、我々

としても見えない部分がありまして、改

めてお聞かせいただきたいと思いますが、

やはり、まちづくりにつきましては、行

政の責任という部分では、安全、安心、

利便性、こういった所に行政の責任とい

う部分があります。

　だから、阪急正雀駅前について、行政

として考えているコンセプトって一体何

でしょうかということをお聞かせいただ

きたいと思います。

　今まで、新留課長がご答弁いただいた

ワークショップでソフト面の人材育成に

取り組んでいるというようなニュアンス

の話だったと思いますが、この阪急正雀

駅前商店会もありまして、ここでは、産

業振興課がいろんなシャッター通りの活

性化のために、それぞれの近隣のある大

学の方々と協力しながらワークショップ

をやり、商店街の活性化に取り組んでお

ります。

　一方では、十三高槻線の完成後には、

府営住宅のほうまでの道路拡幅も完成さ
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せて、バスも誘致していこうという計画

がありまして、本来、都市整備部では、

この正雀駅前で今年度予算の１２万３，

０００円でワークショップを入れており

ますが、本来の業務とは、一体何ぞやと

いうことを、今年度の目標として何を置

いているのかお聞かせいただきたいとい

うふうに思います。

　それから、吹田操車場跡地まちづくり

事業の関連でいきますと、補正予算の６

ページで、３，０３６万８，０００円と、

公園整備負担金、２，５００万円、この

２つが繰越明許費であがっておりまして、

土地区画整理事業の負担金につきまして

は、了解いたしました。

　ただ、この２つの事業の繰越明許費で

約５，５００万円、このまちづくりは、

平成２８年度、それぞれが完成年度とさ

れていると思うのですが、今、トータル

予算が当初４０億円とか、４３億円とか

言っておりましたが、現時点における最

終的な予算が幾らぐらいになっているの

か。

　もう１点につきましては、千里丘公園

整備負担金が繰越明許になった理由が、

障害物が出てきて管理棟の基礎ができな

かったと。その費用負担は、これから追

加も発生してくるというふうに思うので

すが、ここらの事業計画が一体どうなっ

ているのかという点についてお聞かせい

ただきたいと思います。

　加えて、この千里丘公園整備の概要で、

以前いただいた資料を見ますと、この管

理棟につきましては、備蓄倉庫とトイレ

と管理事務所の範囲になっているのです。

　この公園につきましては、一時避難地

という指定をされておりますが、東日本

大震災の以前にこの計画が組まれたよう

に、私は認識をしておりまして、あの震

災を教訓にして、この地域においてでも。

一時避難地だけでなしに、一次避難場所

も一方では必要ではないかというふうに

感じておりまして、現在、この管理棟が

まだ工事着手、基礎工事のほうにかかっ

ておりますが、１階建てなんです。それ

も備蓄品、備蓄倉庫だけになっておりま

すが、もともとの計画であった、避難地

対象区域、このエリアから見て、一次避

難場所５００メートルエリアで行ったと

きに、ここで行きますと市場池公園、そ

れから、千里丘、小学校のグラウンド、

これからはずれているから、ここで一時

避難地として公園をつくりましょうと、

しかしながら、避難場所としては、やは

り、このエリアからはずれているのです。

　だから、東日本大震災以降に、やっぱ

り検討しなければならない課題が、今、

たくさん出てきたと思うのですけど、こ

れは、防災の観点からも連動しなければ

ならないのですが、これをどういうふう

に認識しているのか、都市整備部からだっ

たらなかなか答えられない部分があると

思うので、防災の視点から、この管理棟

という位置づけをどう考えていっている

のか、この点についてお聞かせいただき

たい。

　それと、もう１点、これも以前いただ

いた工事工程表を見ていきますと、ここ

でのまちづくりで防災公園の街区整備事

業の平成２３年から平成２６年度、要は

再来年の３月に完成時期になっているの

です。

　そういったところで、先ほども出てい

ました都市型居住ゾーンというのが、国

立循環器病研究センターの関連でいきま

すと、国立循環器病研究センターがこの

６月ぐらいには、ある程度審議会で決定

されるかもわからないというのが、マス

コミ情報ではありますが、方針で出され

ていると。
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　我々は居住ゾーンにしてます。これが

医療クラスターになってくる。さっきの

話の続きになってくるのですが、これが、

平成２６年の当初にはもう住宅施設等の

建設入居の時期になってくるのです。

　そこで、医療クラスターとは、国立循

環器病研究センターの資料を見ますと、

医療施設を支援する施設であって、その

中身については、ホテルとか、幼稚園と

か、商業地域、こういったことが医療ク

ラスターの中に入ってくるというふうに

うたわれているのです。

　それだったらそっちの方向ででも、両

方またいでいけるのだったら、今の居住

ゾーン、この間いただいた吹田操車場跡

地まちづくりガイドラインだけでいくと、

これは、もう居住ゾーンだけなんです。

国立循環器病研究センターが来る、来な

いというよりも、これだけ前面に出てき

ているのです。

　しかし、国立循環器病研究センターが、

今回、確定されると、医療クラスターに

変わるわけです。このガイドラインをま

た変えていかなければならないと、居住

ゾーンと言う基本的な構想を変えて、こっ

ちに動いていかなければならない。この

判断時期は、非常に微妙なところに来て

いると思うのです。

　ならば、その医療クラスターと言う部

分で、医療産業系だけでなしに、そういっ

たスーパーとかビジネスホテルまで誘致

できるような構想ならば、このガイドラ

インのほうをもうちょっと幅広い視点に

立って考えていってもいいのではないか

と、この点について、お聞かせいただき

たいなというふうに思います。

　それから、千里丘西地区市街地再開発

支援事業の関連なんですが、昨年いただ

いたアンケートで、まず補助費５００万

円で、摂津市の持ち出し１，０００万円、

それで１，５００万円でこの事業を行い

ます。

　それで、代表質問で確認した、５年間

だということを改めて聞きたいと思いま

すし、この補助金というのは、単年度だ

けですか。１，５００万円だけで、この

５年間のうちに、また予算要求しないで

すか。この１回だけですか。

　その中で、事業の最終年度の５年後、

平成２９年度には、ある程度もう見えて

おくと、そのときに、市としてどういう

ふうに判断していくかということは、ま

た、後ほど聞かせていただきますけど、

その中で、１，５００万円で、調査対象

者５０名なんです。１件当たり３０万円

かけてあります。

　このアンケートの中身を改めて見ます

と、アンケートを対象を５０名にしたう

ちに、４３名の方々から回答をいただい

たのです。そのうちに、まちづくりで今

のままでよいという回答が５名あったの

です。

　それと、多分、同じ方だと思うのです

が、再開発によるまちづくりに参加した

くないという方も５名です。これは同じ

５名だと思うのです。５０名のうち、協

力していない７名とこの５名を足すと１

２名、対象５０名中１２名です。１２名

のうち５名は参加したくない、残り７名

は、アンケートにも参加していないので

す。

　こういった状況の中で、本当にこのま

ちづくりというのが、この１，５００万

円をかけて前に進むのかなというのが非

常に危惧されます。この点について、お

聞かせいただきたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　それでは、答弁をお

願いします。

　品川参事。

○品川都市計画課参事　三好委員の吹田
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操車場跡地まちづくり事業に関する質疑

に答弁させていただきます。

　まず、補正の中で、今回、千里丘公園

整備負担金を２，５００万円繰り越しさ

せていただいている理由については、管

理棟を建築してている中で、想定外の基

礎が出てきたため、年度内で終わらなかっ

たということで繰り越しをお願いしてい

る状況でございますが、この想定外のも

のが出てきたことによる費用負担が、ま

ず、増えるのかどうかというご質問かと

思います。

　この件につきましては、もともと鉄道・

運輸機構から購入した土地の中で、隠れ

たる瑕疵として出てきたものでございま

す。

　これにつきましては、ＵＲ都市機構か

ら鉄道・運輸機構に話をしまして、費用

につきましては、鉄道運輸機構が持つと

いうことで、出てきた基礎に対する費用

の新たな発生というものは生じておりま

せん。

　期間については、これが出てきたがた

めに、管理棟の建設が遅れるということ

で、今回、繰り越しをお願いしていると

いう状況になってございます。

　それも含めまして、資金計画という話

の中で、トータル４４億円といいますの

は、摂津市の負担分、あと吹田市の負担

分でありますとか、大阪府の負担分を総

てを合わせた数字になっております。

　これに対する資金管理等は、もちろん

している中で、これにつきましては、本

市が事業当初に土地を購入いたしました

１４億円も入っておりますので、現在の

予算を含めた進捗と言いますと、かなり

費用としては、最初に土地を購入してい

る分が上がってきてしまいます。もう一

つ、わかりやすい意味での土地区画整理

事業全体の事業計画に対する資金につい

ての事業進捗という意味で考えますと、

平成２４年度が終了した時点で３９％の

事業進捗を図っているという段階になっ

ております。

　現状、本市が負担している予算等につ

きましては、平成２４年１０月に公表さ

れております中期財政見通しの中で平成

２３年度決算までは数字があっているの

と合わせて、平成２４年度につきまして

は、今回、繰り越しと補正をお願いして

いる関係で、数字が少し変わっています。

また、その分、平成２５年度は当初想定

していた数字より後送りになった分が増

えてくるということにはなってございま

すが、中期財政見通しに合わせて、予算

管理をさせていただいております。

　あと、千里丘公園の管理棟につきまし

て、都市整備部で答弁できる範囲で答弁

させていただきます。

　まず、千里丘公園は、災害発生時の近

隣住民の一時避難地となる近隣公園とし

て整備をいたしております。

　通常時は、普段使いの公園として利用

できることになっております。

　管理棟につきましては、おっしゃると

おり、備蓄倉庫やトイレという機能を有

しております。

　あくまでもここの公園は、災害時の一

時避難地ということで、避難所としまし

ては、近隣には千里丘小学校と千里丘公

民館が、摂津市の地域防災計画で規定さ

れておりまして、災害が起こったときに、

まず、避難する場所ということで広場を

確保しています。避難所としましては、

そのような実際の避難所に移っていって

いただくということになってくると考え

ております。

　あと、国立循環器病研究センターに関

係しましての医療クラスターの形成とま

ちづくりガイドラインの関連等について
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ですが、もちろん、国立循環器病研究セ

ンターが中心街区に来た場合には、その

周辺に何らかの医療クラスターの形成等

が必要になってきます。本市の基本計画

におきましては、その国立循環器病研究

センターの隣である７街区、それと、吹

田市の正雀下水処理場跡地、こちらのほ

うも含めて、都市型居住ゾーンというこ

とで位置づけさせていただいております。

　この中で、国立循環器病研究センター

が来たときに、基本計画等の変更という

のがもちろん見込まれてくるということ

は考えております。

　ただ、どこまでの範囲を実際、全て医

療クラスターに変えるのか、その７街区

については居住ゾーンのままでもいいの

ではないかというようなこともあると思っ

ておりますので、その点について、担当

として考えておりますのは、医療クラス

ター等の関連は、やはり正雀下水処理場

跡地のそのスペース部分になってくるの

かなと考えております。

　スーパーやビジネスホテル等について

ですが、こちらにつきましては、国立循

環器病研究センターが来る、駅前広場の

反対側、岸辺駅を降りて北に向かって左

側、こちらも保留地がございます。こち

らで、何らかの施設等が呼び込めないか

ということで、施行者のＵＲ都市機構等

も、そのようなことをいろいろと検討し

ているところでございます。

○藤浦雅彦委員長　新留課長。

○新留都市計画課長　阪急正雀駅前地区

整備支援事業でございますが、まちづく

りは行政の責任であるということで、そ

の行政としてのコンセプトはということ

で、一言でいうのも難しいのですけれど

も、正雀駅前のまちづくりワークショッ

プにつきましては、正雀駅前地区の将来

象につきまして、市民が話し合いを通じ、

正雀地区を再確認して、まちづくりに何

が必要かを考えていくための話し合いの

場として設置しているものでございます。

　正雀の駅前については、先ほども申し

上げましたが、十三高槻線の来年春の供

用とか、駅前への道路拡幅改良、これは、

道路交通課で動いていただいております

が、十三高槻線が完成してきますと、ト

ンネルの上部利用とか、それから、先ほ

ど、委員がおっしゃいましたように、十

三高槻線から駅前へバスを引き込むこと

で、バスの転回する配置計画等々が都市

整備部の役割として考えられると思いま

す。

　都市整備部としては、それらをコーディ

ネートし、調整を図っていくという形で

考えております。

　それと、このワークショップにおきま

しても、このような情報を提示しまして、

ワークショップの中でまたご意見もいた

だきながら、ワークショップの意見を、

市の事業に反映していくというふうに考

えております。

　それから、千里丘西地区市街地再開発

支援事業でございますが、国費のもらえ

る期間が、５年以内に３年使えるという

ことで３年間を予定しております。

　市の補助につきましても、単年度とい

うことではございますが、国の補助と同

時進行をしてまいりたいというふうに考

えております。

　それから、平成２３年度に行いました

アンケートでございますが、アンケート

の中身で、６割はまちづくりに参加の意

向を示していただいているけれども、５

０人中５人はこのままでよい、７名は不

参加というようなことで、この辺がどう

なのかということなのでございます。我々

もこの方々たちにも、平成２５年度、先

ほど申し上げましたとおり、この補助金
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を利用しまして、事業計画の素案を作成

してまいります。

　そういった中で、具体的な施設の配置

計画とか、例えば、建物の整備計画とか、

公共施設の配置計画とか、こういうよう

なまちづくりになりますというのを、具

体的に権利者に提示して同意を求めてい

きたい、合意形成を図っていきたいとい

うふうに考えております。

○藤浦雅彦委員長　千里丘西地区市街地

再開発支援事業の補助額と年数の話です

けれども、単年度、総額で１，５００万

円なのか、毎年１，５００万円で３年出

るのか、もう一回、明確に答弁して下さ

い。

　新留課長。

○新留都市計画課長　予定しております

のは、平成２５年度に１，５００万円、

これはまだ見込みですけれども、平成２

６年度に１，２００万円、３年目の平成

２７年度に３００万円というようなスケ

ジュールで調査を予定しておるところで

ございます。

○藤浦雅彦委員長　吉田部長。

○吉田都市計画部長　補足して説明をさ

せていただきます。

　前回の本会議におきまして、私が答弁

させていただいた内容としては、来年か

ら使いますけれども、有効期間は５年で

ございます。この５年の間に、３回の補

助が活用できる。

　つまり、平成２５年度に、お許しいた

だければ１，５００万円を使って同意形

成に取り組む。

　その次、同意形成の条件を整えるのに、

１年あけましょうと、２年間で構想をつ

くっていく、構想がある程度まとまって

きたら、これを実際の事業の採算ベース

も含めて、次の段階に入ると。

　だから、５年後にはこれでいこうとい

う場合と、例えば、お叱りを受けるかわ

かりませんが、１，５００万円で結論が

出てしまったと、そうすれば、摂津市は、

その代わりに何をするのだと、先ほど申

し上げました駅前の安全なり、スムーズ

な交通処理、そして、周辺の変化にとも

なった対応、これを踏まえて、摂津市が

そしたら来年は、もしも結論が出たとし

たら、摂津市は次は何をするのだという

のをやっていくということでございます。

　だから、余りそれ以上言いますと、準

備組合に水を差すような話にもなりかね

ませんので、ただ、我々とすれば、この

５年間で、最大５年間で結論を出してい

きたいと、今まで、先ほど言いましたよ

うに２５年が経過しております。その中

で、もうあと５年やったらどうなんかと

いうところがありますけれども、それ以

上やっても結果は２５年と変わりません

ので、我々はここで変化をもたらすとい

うか、結果をもたらしていきたいという

のが現実であります。

○藤浦雅彦委員長　三好委員。

○三好義治委員　阪急正雀駅前地区整備

支援事業ですが、今、答弁もらってもそ

の姿勢がもう一つ僕が思っているやつと、

余りにもギャップが大き過ぎて。

　先ほども言いましたように、阪急正雀

駅前についてでも、もう２０年近く前か

ら、こういった都市整備部が所管してい

る部分と、そして、生活環境部が所管し

ている部分、それから、土木下水道部が

所管している部分、その中で、鮮明に見

えているのは、土木下水道部が所管して

いる分については、道路整備を行い、安

心安全のまちづくりに寄与しているとい

うことは見えてきております、

　生活環境部が持っている駅前商店街の

活性化、これは組合にも協力いただいた

り、大阪人間科学大学からも協力いただ
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いて、空き店舗を何とかなくして活性化

を図っていきたいと、これもある程度、

僕らは事業評価として、できる範囲の中

でやっているのが見えているのです。

　しかし、今の都市整備部のワークショッ

プは、我々もホームページでいろいろ見

てみたけど、まちづくりの人材育成に対

しては、仕方ないようなワークショップ

であるかもわからないけど、我々が期待

している都市整備部が所管している本来

のまちづくり、都市計画マスタープラン

にいかに結びつけていくかということに

は見えてこない。

　だから、厳しいかもわからないけれど

も、ことし１２万３，０００円の予算計

上しているけれども、一旦、凍結するぐ

らいの気概をもって、庁内で改めて議論

をしながら、正雀駅前の商店街の活性化、

正雀本町１丁目の活性化を、いかに図っ

ていくか、その中に、駅前商店会で生涯

学習部が所管している部分には、そこの

商店街の事業主さんといろいろやってい

る部分があるのです。

　あなた方がやっているワークショップ

には、事業主さんもおれば、そこの居住

者の方もいてるのです。

　ですから、その居住者の中ででも、現

在のままでいいという方々も多数おるよ

うに伺っているのです。

　だから、そこのまちづくりを、今後、

動かすためのキーワードは、僕は十三高

槻線が地下部分も開通して、道路を整備

する時がチャンスだと思うのですけど、

だから、ことしの１２万３，０００円は、

ウォーキングがどうのこうのと言うて、

都市整備部がやるのは違うと思います。

　だから、一旦、ことしは凍結しながら、

もう一回、庁内で仕切り直しをして、摂

津市全体として正雀駅前の再開発事業に

いかに取り組むかと。

　平成２５年度いうのは、第４次総合計

画の平成２７年度まで見直しの時期でも

あるわけなんです。

　ですから、総計を見直すぐらいの気合

いをもって、正雀の安全な道路網の整備、

そして、商店街の空き店舗の解消、住み

やすい住環境、こういったコンセプトを

持って、もう一回仕切り直しするぐらい

の思いはありませんか。

　これ都市整備部長に聞くのは失礼なの

で、副市長にお願いします。前に進んで

いなかったら、一旦、白紙に戻してやる

というタイミングも必要だと思うのです。

　ワークショップばっかりで、これまで

にも１２万円から２０万円かけながら、

毎年やってきたけど、ひとつも進んでな

い。行革で１００万円を減らすのだった

ら、これを５年間凍結したら１００万円

浮いてきますよ。凍結しますよと言った

ときに、ワークショップに参加されてい

る６名以外に、どういうふうに思われる

か、一方では、道路整備は進みますから、

一方では商店街の意見も聞いていますか

ら、行政は、何も停滞はしないのですけ

れども、本来の都市計画事業とは何ぞや

ということをもう一回、見直す時期が来

ていると思いますので、ご答弁をお願い

したいというふうに思います。

　それと、千里丘公園整備の関係で、実

際に、ここを一時避難地として設定をし

たのは、今の千里丘小学校、それから、

市場池公園、これの５００メートル以内

に場所がないですよということを考えた

末に、千里丘公園という防災公園をつく

りましょうということになったのです。

　一時避難場所も、僕は同等の位置づけ

をするべきだと思うのです、ここは。

　だから、今、小学校のほうとか、ここ

の市場池公園は、確かに一時避難地です

けど、ここにも管理棟はありますけれど
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も、集会場を兼用した管理棟であって、

あの場所で逃げれるとしたら、千里丘公

民館か千里丘小学校ぐらいなんです。

　ですから、これも計画を東日本大震災

以降に組んだやつで、我々が縷々検討し

た結果がこれだというんだったらいいの

ですけど、これは、東日本大震災以前に

計画した部分なので、改めて東日本大震

災を教訓にしたときにどうですかという

ことを、今、問いかけているのです。

　これからというのは、やっぱり東日本

並びに、阪神淡路大震災ですけれども、

ああいった教訓を後世に伝えていくとい

う部分でいけば、これは、非常食とか、

防災資機材を入れたりするのだったら、

２階ぐらいにしなければ。例えば、和歌

山県広川町の稲むらの火の館の防災倉庫

を見てきましたが、そこには体験学習コー

ナーもおいていて、いざとなればそこが

避難場所になると。広さは１００平方メー

トルほどですけど、今の計画は。だから、

そういったところも一度、全体の防災計

画という観点から見たときに、副市長、

見直しされたらどうですか。

　せっかくここまで避難地のエリアを全

部書いた上に防災公園として位置づけて

きているのだから。

　それと、これを見ますと、細かいこと

で申しわけないのですけれども、この公

園には駐車場が１台もないのです。僕は

この防災公園ができましたというのを、

摂津市の方々に認知をしてもらって、い

ざとなれば、こういった所に見学も来て

もらいながら、また、一時避難地で来て

いただいたらいいのと違いますかという

ニュアンスだと思うんだけど、１台も駐

車場がないということは、仮に鳥飼地区

の人たちに一度見に行ってくださいと言っ

たときに、近隣の駐車場に車を停めてか

ら行かないとあかんとか、いうような物

すごく不便を感じるのです。

　これを参考に、摂津市全体の公園と一

時避難地の見直しも僕は必要だと思うの

です。せっかくいい公園ができるのだっ

たら、そういった駐車場の確保なんか、

今の段階でいけるのと違いますか、数台

は。非常食なんかを搬入する人でも、確

かにルートは千里丘中央線が確保できま

した。

　多分、車止めがあるから、そういう公

用車はスッと入れると思うけど、一般の

方々が見に行くといってもないので、そ

ういった所の見直しはどうですか。予算

審査の委員会なので、お聞かせいただき

たいと思います。

　それと、千里丘西地区市街地再開発支

援事業の再開発推進団体等補助金ですが、

我々が聞きたいのは、冒頭で言ったよう

に、トータルで幾らかかるのか、そのう

ちの１，５００万円なのか、それとも、

１，５００万円を１，２００万円、３０

０万円と分けて、そのトータルが１，５

００万円ですかという話なんです。

　また、後で答弁いただいたらいいのだ

けど、それよりも、何よりもやっぱり５

０名のうち、７名の方がアンケートにも

協力できなかった。５名の方はまちづく

りに参加したくないというところで、やっ

ぱり思い出すのは、いろんな全国的なと

ころでいけば、一坪地主ということの中

で、まちづくりをやろうと言ったら、一

坪地主の方がおられて、そのまちづくり

が進まないということを、やっぱり思い

浮かべるんです。

　だから、行政代執行という話もあるか

もわかりませんけれども、今のこの調査

段階の中ででも、今のままでいいねんと

いう方５名、５０名のうちのアンケート

に参加されなかった方７名、そのうちに

大地主が多分２名おられる、そういった

－
34
－



ところを、今度、個別に見たときに、こ

こは、僕としても千里丘西地区再開発と

いうのは、やらなければならない事業や

というふうに思っているのです。

　これをスムーズに進めるために、物す

ごく議論しておかなかったら、それこそ

１，５００万円、もしくは、２，０００

万円投資したけれど、結局、何もできま

せんでしたとならないようにするために、

我々が協力できるところは協力していか

ないとあかんし、行政が、今、困ってい

る部分であるのだったら言うていただき

たいし、必ずこの事業を進めていくのだ

と、そういう強い意志を確認しておきた

いなということで聞いています。

○藤浦雅彦委員長　品川参事。

○品川都市計画課参事　三好委員の質疑

に答弁させていただきます。

　吹田操車場跡地の千里丘公園について

ですが、まず、駐車場について、現状１

台もないということで、せっかくの防災

公園をつくっているのにということでは

あるのですが、あくまでも、通常時は近

隣公園として利用する公園で、市場池公

園や、庄屋公園と同等の公園であり、そ

こ、防災機能も備えているという趣旨か

らしまして、普段使いの公園としまして

は、自転車なり徒歩なりで来ていただく

ということを想定しております。通常時

の駐車場としましては、地域住民の方々

とワークショップ等も開いて、どういっ

た施設を置くべきかという検討をした中

で、広場をなるべく確保すべきというこ

ともあり、現状の形状をつくっている状

況になっております。

　また、災害時につきましては、委員か

らもご指摘がありましたとおり、バリカー

をはずして車が入れるようになっており

ます。

　また、舗装等は大型車が入っても大丈

夫なようにしておりますので、普段の荷

物の出し入れにつきましてもそうですし、

災害時にはバリカーをはずして何処かを

区切って一部避難者の駐車場にするとい

うことは可能ではないかと考えておりま

す。

　一時避難地ではなくて、避難所ともす

べきではないかということで、先ほどか

ら東日本大震災も受けてということでは

ありますが、現状としまして、避難所と

指定されているのが小学校でありますと

か、公民館であるということで、一時避

難地よりは、もう少し広い範囲の方が逃

げてこられるような所であり、元からあ

る程度の建物がある所が避難所になって

いるということになりますので、現状は、

あくまでも一時避難地としての整備を行

わさせていただいております。

○藤浦雅彦委員長　吉田部長。

○吉田都市計画部長　まず、正雀のまち

づくりで、市としてどういうコンセプト

で対応しているのだということでござい

ますけれども、実は、正雀につきまして

は、正雀駅前地区まちづくり懇談会を平

成４年に設けて、その当時は、もうお亡

くなりになりましたけれども友田会長で

した。あの当時は、一応、メンバーとす

れば、その周辺の自治会全ての会長と副

会長にお入りいただいて、自治会でいき

ますと４自治会がございます。

　それと、消費生活ということで、女性

の委員にも入っていただいております。

　また、商業者としては、あの当時、正

雀まちづくり協議会ということで、各団

体が集まってやられている正雀まちづく

り協議会、それと正雀本町名店会の会長

さんにお入りいただいて、まちづくり懇

談会に対するご提言をいただいておりま

す。

　我々、都市整備としては、その提言を
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今日も基本にさせていただいております。

　ただ、２６年もたっていますので、そ

のあたりが時代も変わり、また、十三高

槻線がすぐでき上がるということであれ

ば、当然ながら内容も変わってきている、

それと土木下水道部も動き出していると

いうこともあります。

　ただ、あのときにも、市民生活部と都

市整備部がタイアップして、このメンバー

にも入っており、また、意見も言ってき

ました。

　それともう一つ、平成１０年度には、

正雀の若手商人を集めた若手懇談会もやっ

ておりました。

　それは、この提言書に人づくりという

ような内容もございましたので、その趣

旨に沿って人づくりの中でムードを上げ

ていって、熟度を上げていこうというよ

うなことで、あの当時、商業のまちづく

り協議会、それと、若手懇談会、そして、

次に住民をコアにした形で、今、ワーク

ショップをいろいろやっていこうという

ことで、そういう流れとしてはあるんで

ございますけれども、ただ、目標を失い

かけているのではないかなということで、

今、先ほどご指摘いただいた内容になっ

てきていると。

　基本的には、安全に歩いていただける

ようなまちにしていこうと、それに合わ

せて活性化というのが、全体のコンセプ

トになっておりますし、今でも使えるコ

ンセプトは十分あります。

　ただ、施設の関連については、大分、

変わってきておりますので、見直しも必

要かなとは思いますけれども、一番大事

なのは、今後、ワークショップなりの中

で、やはりこの趣旨に沿った、またこれ

を見直しながらも市として次のワークショッ

プに対してどういうような形で、また幅

広く意見をもらうなり、そして、まちが

どうあるべきか議論していただくなり、

こういうことの仕掛けをやっていくべき

責務もあるのかなと。

　だから、当初予算よりも、もう少し予

算化しなければならない時期もあろうか

というふうに思っております。

　だから、我々とすれば、当然ながら、

こういうご提言をいただいたという部分

については、これを基本にしながらも、

やっぱり踏ん張っていくべきところは踏

ん張り、そして、コンセプトを出すべき

ことはこれを踏まえながら、やっぱりワー

クショップにかけていきたいなというふ

うに思っております。

　次に、千里丘西地区市街地再開発支援

事業でございますけど、再開発推進団体

等補助金についてもう一度、ご説明申し

上げますと、期間は５年でございます。

そのうち、隔年ごとに３回の補助がとれ

ます。

　５年以内に答えをある程度出してきな

さいというような内容です。

　だから、今回の１，５００万円は初期

です。そのあと、事業のボリュームに応

じ、事業進むにあたってだんだんレベル

が上がるのか、それとも、あと摂津市だ

けがやるべき内容を整理するのか、この

あたりは、どこかの時点で見きわめてい

くという形になろうかと思います。

　だから、補助金としては、３回もらえ

ます。１，５００万円は、第１期目でご

ざいます。

　もう一つ、５０名のうち、７名の方が

アンケートにも協力できなかった。５名

の方はまちづくりに参加したくないとい

うところです。

　ただ、再開発と申しますのは、当然、

こういう事業は全て反対から始めるとい

うのと一緒で、これが全部、１２名の方

が全員賛成だとこの再開発はできている
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と思います。

　これができないのは、やはり反対もあ

れば、推進もあれば、まだ考えていると

いう方もいろいろございます。

　だから、この１，５００万円を使いな

がら、やはり一歩でも二歩でも、再開発

に近づいていきたいという意気込みで我々

はやっていますし、なおかつ、大口地権

者の方につきましては、アンケートを書

いていただいています。

　これは、初めてです。書いていただい

たのは。

　ということは、ある一定のところのご

意見はいただけると、ただ、それが、先

ほど言いましたように、ビルに入るのが

反対だと、嫌だと、だけども土地ならま

とめたいというご意見もございました。

そのあたりのいろんな条件、個人個人の

条件が必ず違います。これを一つにする

ことは不可能です。

　だから、それは、ハードルとして越え

ていくための調査であり、市としての前

向きな取り組みというふうに思います。

　それがなければ、この再開発は出来な

いと思っていますので、だから、市は、

どこまで地元と一体になってできるかと

いうのが、これからの大きな我々の使命

だというふうに思っています。

○藤浦雅彦委員長　三好委員。

○三好義治委員　阪急正雀駅前地区整備

支援事業について、吉田部長から答弁を

いただきましたけれども、私もその話は

同感なんです。

　ただ、現状は前に進んでいませんやろ

と、だから、一旦、庁内でどこの部署が

正雀駅前再開発に適していて、そこはコ

ア事業として何をやるかということを、

もう一回、組織で体制を整えたらどうで

すかというのが、私の提案なんです。

　ですから、その中には、生活環境部も

土木下水道部もいてるし、都市整備部も

入っている、やはり駅前が通勤ラッシュ、

また一般で通るときにも、非常に危ない

状況になっていると、狭隘道路であり、

鋭角であり、だから、あそこの広場を広

くしていただけたらというのが、多くの

市民のニーズだと思うのです。

　だから、そこをどういうふうに取り組

んでいくかというのが、大きな課題だと

思うのです。それは、きっかけは、今後、

十三高槻線が延びてきたときに、府営住

宅のところでとめるのか、駅前までもっ

てくるのか、ようやく歩道整備までやり

ましょうと言って動き出したのだから、

そういったところをコンセプトにまちづ

くりに結びつけていくということを、一

回、検証したらどうですかと言って、副

市長に今、振ったのですけど、組織の再

編ですから。

　まちづくりについては、我々もやらな

ければならない事業だというふうに認識

しているし、都市整備部もやらなければ

ならない事業だと思っているし、市民だっ

てやっぱりやりたいと言うているのやか

ら、行政としてこういったまちづくりや

りますよということを、やっぱりコンセ

プトとして投げかける。

　これはどこの部署が適切なんかと言っ

たときに、今は、僕は都市整備部ではな

しに、土木下水道部だなと思うのです。

　だから、ここらを一回、庁内でそこの

切り口をどないしていくのだということ

を要望しておきます。

　すぐに回答は出ないと思うから。もし、

答弁していただけるのだったら、全体的

に言っていただいたらいいと思います。

　それから、千里丘公園整備について、

こうやって提案していても、はい、わか

りました変えますとは言えないと思うか

ら、これも庁内に持って帰って、防災の
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所管部署と相談して下さい。もう一回、

言いますよ、東日本大震災前に組んだ計

画なんです。東日本大震災を教訓にして、

防災拠点をどこに持っていくかというこ

とも、せっかくのチャンスなんです。摂

津市全体の基礎的な防災備蓄倉庫になる

のです。安威川以南は雨水の時は、まだ

検討段階で、小学校の４階に上げたぐら

いであって、階数の事だけではなしに、

防災トイレができたり、いろんな施設が

ありますが、今日は、これも答弁はいい

です。今、答弁はできないと思うから、

これも庁内議論をして下さい。全体４４

億円のうちの、２，５００万円の管理棟

にある程度追加する話で、全体予算から

言ったら税金の無駄遣いをやれと言って

ないです。東日本大震災の教訓を受けて、

今、我々が防災として何をしなければな

らないかということをもう一回考えて、

先ほど言った駐車場も含めて、やっぱり

都市公園として位置づけていって、防災

公園というサブテーマがある以上、都市

公園ならば市民全体の公園として位置づ

けるのだったら、鳥飼からきても何台か

の駐車場があるべきだと思うんです。

　たまたま市場池公園は、隣にスーパー

があって、そこにある程度、買い物しな

がら休憩をさせてもらおうかというよう

な所が結構多いように伺っているのです。

　だから、そういうことも踏まえながら、

今日はもう答弁はいいですから、せっか

く、こういった計画をつくるから、そう

いったことも考えられたらどうですか。

　それと、国立循環器病研究センターの

ことを言い忘れたので、最後に、要望だ

けしておきますが、国立循環器病研究セ

ンターが来たときの医療クラスター構想

です。

　医療クラスターについては、開発企業

もあれば、保健健診センターもあれば、

クラスター支援機能というのがあるので

す。さっき言った正雀下水処理場の用地

だけでは、もともと足らないのです。

　やっぱり、居住ゾーンも入れておかな

いといけないし、医療クラスター以外の

ものを建てると、国立循環器病研究セン

ターが来たときに３０年後に建てかえる

ときに、今度は、費用が全部発生してく

るので、今の正雀下水処理場の所と３ヘ

クタールの所は、国立循環器病研究セン

ターが買収をして、医療クラスター構想

に対して主導権を握ってやるような形に

なります。だから、そこを言っているの

です。

　そのときに、今後、我々が考えておか

なければならないのは、あれを我々が今

度売ったときに、国立循環器病研究セン

ターが路線価格で買います。そしたら、

医療クラスターとしていろいろ検討した

ときに、向こうの指向で入ったときに、

いろいろ大変ですよと言っているのです。

　だから、我々の主導権の中で、医療ク

ラスターというのはどういうものを持っ

てくるのだと、昔から言っているように

摂津市にはビジネスホテル等もない。居

住ゾーンと医療クラスターとの準クラス

ターというやつはここにはめ込むんだと、

正雀下水処理場のほうについては、医療

クラスターの産業、医療というところを

持っていくのだと、そういったことも検

討していてください。

　居住ゾーンだけでいっておくと、いざ、

国立循環器病研究センターが医療クラス

ター構想を打ちたてて、話が違うという

ようにならないように、これについては

要望しておきます。

　千里丘西地区市街地再開発支援事業に

ついても、費用が無駄にならないように、

我々も全面的にこのまちづくりについて

は、協力を惜しまないので、千里丘西地
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区の再開発実現に向けて取り組んでいた

だきたいと思います。

　最後に、都市整備部から駅前等再開発

特別委員会に、これまでもこれだけの資

料をいただいて、逐一報告を受けている

ことについては感謝します。

　吹田操車場跡地まちづくりについても、

南千里丘のまちづくりについても、あな

た方の努力に対して敬意を表しながら、

僕の質疑を終わりたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　副市長。

○小野副市長　例えば、千里丘西地区市

街地再開発支援事業の問題でも、過去、

全く進まないと、同じことばっかり言っ

ているということを言われてまいりまし

た。

　それで、この千里丘西地区市街地再開

発の問題について思い出すのは、この前

の市長選挙のとき、新聞社の記者との話

で、ＪＲ千里丘駅西口を見て、あれはど

うされますかと、すごい状況ですね、再

開発なんてできないのではないですかと、

市長が選挙中ですから、副市長のコメン

トが欲しいということでした。準備組合

があるじゃないですかと。準備組合のほ

うに聞いてくださいということで、朝日

新聞に武友理事長が何とかしたいという

記事がのりました。あれも一つの形なん

です。

　それで、私が思いますのは、吉田部長

が言いましたように状況は変化していま

す。千里丘西地区市街地再開発が、もし

もできなかったとしても、駅前の交通安

全の問題はどうしても解決しなければな

らない、これは間違いないということは

記者に申し上げました。しかし、千里丘

西地区市街地再開発はあくまでも準備組

合として頑張ってもらわないとあかんと

いうことなんです。だから、その辺は地

権者の方もあの状況を見ておられますの

で、吉田部長なり新留課長が言いました

ように、これは何とかしなければあかん

ということで、再開発推進団体等補助金

で１，５００万円という大きな中身がで

きたと思うのです。

　それから、もう一つ、阪急正雀駅前地

区整備支援事業の問題ですが、友田会長

から提言をいただいた当時からの検討事

項のうち、動いていないのが千里丘西地

区と阪急正雀駅前地区整備なんです。

　提言には更地化するくらいの気持ちで

書いています。現状として、再開発とい

うのは、そんなに簡単な問題ではない、

厳しいというふうに言わざるを得ないと

思います。

　ならば、今、三好委員が言われたよう

に、正雀駅前の交差点の所はどうするの

か、一方通行をどうするのか、市民の安

心安全から見たら、それが最優先ではな

いかと。だから、阪急正雀駅前の再開発

をどうするということよりも、市民の安

心安全の中身で、十三高槻線ができ、買

い物難民をどうするかという議論の中で

どうしていくのか、バスをどう転回する

のか、取り次ぎをどうするのか、そして、

あの駅前の交差点をどうするのか、私は

ここの所を最重点で考えざるを得ない、

その中の一つに商業の活性化問題も当然

ながら入ってきますから、私は、これは

これとして、今、はっきりと申し上げら

れませんが、どういう形で今後、阪急正

雀駅前の再開発を捉えるかということは、

会長は亡くなられましたが、当時のメン

バーもまだおられますので、そういうこ

とも談義しながら、市の重点をどう持つ

かということは、やはり整理して、市は

バラ色の構想を描くのではなく、現状の

問題は現状の問題とおさえて、地元の意

向を聞くということが、今、非常に重要

な問題であるのではないかというふうに
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思いますので、三好委員からのご提案も

いただきましたので、内部でももう一度

議論した上で、担当部長間でも議論した

上で、市の意思としてはどうするかとい

うことは、今一度、まとめをできればと

思いますので、よろしくお願い申し上げ

ます。

○藤浦雅彦委員長　三好委員の質疑が終

わりました。

　続いて、渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　多くの委員が質疑をさ

れましたので、本当に、それぞれのご意

見が当を得たものだと思います。

　さっき、副市長が言われましたが、阪

急正雀駅前にしても、千里丘西地区にし

ても、まちづくりというのは、もう行政

が携わることに対しては限界が来ている

ということが現実にあるわけであって、

副市長がおっしゃるように、市民の安心

安全を、まちづくりとは切り離して、両

方の再開発に関しては考えていくべきで

はないかということを言いたかったので

す。

　千里丘にしても正雀にしても、あの状

態が何十年も続いており、そういう状況

で市民に大きな事故が起きなかったのが

不思議なくらいなことであって、これは

地域の方々もほとんど１００％の人がそ

ういう形で非常に危険だということを感

じているわけです。まちづくりを我が市

でやっていくときに、そのことが非常に

後手後手になってしまうということを危

惧しているのです。

　阪急正雀駅前のワークショップも単に

学習発表会ではないのだけども、本当に

靴の上から足を掻くような状態がずっと

続いているようなことで、一体、何がし

たいねんということが続いたわけです。

　だから、私は三好委員がおっしゃった

ように、ワークショップを一旦凍結して、

それとは別に安全面と言う形で、あそこ

の安全をいかに確保するかという形をしっ

かりと行政は打ち出すべきではないかと

いうふうに思います。

　そのことは、副市長が、今、ご答弁さ

れたから、ご答弁は結構です。

　千里丘西地区市街地再開発に関しては、

私が議員になったときぐらいに千里丘駅

の東西の再開発ということで、盛り上がっ

てきたと思うのです。

　東側のほうは、ああいう形で再開発が

できたのですけど、西側が、地権者の問

題もあったり、さまざまな問題を経て、

あのときは、大きな地権者は別として、

外の地権者はまだ若かったです。それな

りにエネルギッシュで一つのエネルギー

を感じたことを、僕は覚えているのです。

　その中ですったもんだしながらも、結

局は大口地権者の意向が相当影響してい

たか、そういう形の状況の中で、頓挫し

てしまうような状況でした。

　森山市長が、旬を逃してしまったなと

いうことを言われていたと思うんです。

　旬を逃したことが、後々影響が出るの

ではないかというようなことを、市長が、

何かの答弁のときに言われていたかなと

いう気がするのですけれども、その後に、

準備組合がそれなりに活動していたかど

うかわからないのですけど、それなりの

補助を出して、行政も、額は少なかった

と思うのですけど、やってこられた中で、

どんどん小口地権者が高齢化していって、

そして、次の世代に結びつけようという

ことが、そういう気持ちもだんだん薄れ

てきたような状況の中で、しかし、大口

地権者も時代の流れによって、それぞれ

のご事情があって、あの時代と、また、

逆な面で大きく変わりつつあるというこ

とで、今回、そういう形で大口地権者の

環境が変わったということで、予算化に
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至った部分もあったと思うのです。

　しかし、我々がこの何年間か見てきた

ときに、動かれなかったという事実があ

る中で、今回、１，５００万円、３年間

かけて３，０００万円近いお金を出す予

定なわけです。

　ずっと過去の流れを見てきた中で、そ

のことが、我々の心の中でほんまかいな

という気持ちが物すごくあるのです。

　それで、３，０００万円のお金を３年

かけて出されて、５年後に結論が出なかっ

た、ほれ見てみろということになるのと

違うかな。そういう危惧が、どうしても

私は払拭できないのです。

　だから、例えば、さっき大澤委員の質

疑で、準備組合の組織図を示してほしい

とか、そういう点、私もきちんと示して

ほしいのです。

　どれだけの方々が、どんな意欲を持っ

て、この再開発に取り組まれているのか。

　また、さっき三好委員がおっしゃった

ように、アンケートも書いてない、そし

て、また現状維持でいいという地権者が

いる。その中で、どこまで行政が携わっ

てきてできるのかということを考えたと

きに、安全対策は別にして、余りかかわ

らないほうがいいのじゃないかというふ

うに思うのです。

　全国的に行政がかかわったまちづくり

で成功したなんか聞いたことがない。全

く。

　だから、そのような状況で、お金の使

い方に私は危惧を感じる。組織図等の資

料があるのだったら、委員長にお願いし

て、委員に配付していただきたいと思う

のです。口頭で説明いただけるのであれ

ばご説明いただきたい。

　それから、最後に、例の吹田操車場跡

地の国立循環器病研究センターの件なん

ですけど、代表質問で市長からも非常に

力強いご答弁いただいて、あのご答弁を

聞いていたら、ほぼ、吹田操車場跡地に

国立循環器病研究センターが来るのでは

ないかというふうに思うし、我々の願い

が届いたのと違うかなというふうに思う

のですけど、何か、オリンピックの招致

合戦とよく似ているような感じがして仕

方がないのです。

　関係者から聞くところによると、プレ

ゼンテーションが全然違うということで

す。箕面市が行っているプレゼンテーショ

ンはプロが入って、すごいプレゼンテー

ションの仕方をしているのに、吹田市の

プレゼンテーションというのは、コピー

用紙で印刷したようなもので資料を出し

てきて、全然違うというのを聞きました。

　そして、その関係者が非常に焦りを感

じている。何かオリンピックの招致合戦

みたいなもので、当然、さまざまな条件

が必要ですけど、熱意が最終的な決定要

素になっているのではないかというふう

に思うのです。

　そのような状況になって非常に、その

関係者は焦りを感じている。そういう事

実がある中で、大澤委員がおっしゃった

ように、もしか来なかったらどうなんね

んという一抹の不安があるのです。

　新聞報道しか聞いていないので、うさ

ぎとかめではないけど、大丈夫と言って

いても、我々は不安を感じるわけであっ

て、そういう点を払拭できるような答弁

があるようだったらお願いしたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

○藤浦雅彦委員長　準備組合の組織図に

ついては、出せるものを用意していただ

いて、後日、委員のほうに定款とか約款、

メンバー表等と一緒に配付して下さい。

　答弁もしてください。

　新留課長。

○新留都市計画課長　千里丘西地区市街
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地再開発支援事業の件でございますが、

今まで、いろんなそういう経過があった

中で、旬を逃してきたということもおっ

しゃるとおりだと思うのです。

　準備組合の組合員が高齢化しておられ

るという点も非常に危惧しているところ

です。部長も先ほど申し上げておりまし

たとおり、アンケートをとったときに大

口地権者の方にも意見を書いていただい

ており、我々もお会いして、市の意向、

組合の意向も伝えております。そういう

状況を踏まえて、改めて、準備組合も市

も一生懸命取り組んでいるという生の情

報を伝えて、平成２５年度の具体的な中

身をつくりましたら、直接、地権者に説

明して、事業化につながるように、一生

懸命取り組んでまいりたいというふうに

考えております。

○藤浦雅彦委員長　吉田部長。

○吉田和生都市計画部長　千里丘西地区

市街地再開発支援事業で取り組んでいる

事について説明させていただきました。

　組織図等につきまして、定款がありま

すので、これはまた整理させていただき

ますけれども、現在、準備組合の役員と

して理事長が１名、それ以外に副理事長

が３名、そして、それ以外の理事が７名

おられます。それと、幹事が２名おられ

ます。平成２３年度以降の役員は、計１

３名で構成されているという状況です。

　役員会を開く場合は、声をかければ、

大体８名から９名ぐらい来られています

し、あと委任状も出してはります。そし

て、銀行も入っておられますので、その

あたりの構成メンバーになっております。

○藤浦雅彦委員長　副市長。

○小野副市長　国立循環器病研究センター

問題につきましては、駅前等再開発特別

委員会にご報告させていただいてきてい

ますが、今日の段階で、それ以上のこと

はございません。しかし、吹田市の副市

長も自信はあるというふうに言われてお

りました。経過から見たら、吹田操車場

跡地を候補地とするかどうかの意向調査

があった段階の内容とは全く違った形に

なってしまっています。

　現在の国立循環器病研究センターの総

長から考え方も聞いています。市長も聞

いています、私も聞きました。土地利用

の考え方まで、熱意を持って総長から聞

いているのです。

　昨年の６月に国立循環器病研究センター

建替整備構想検討委員会で、箕面市のほ

うが可能性があるという意見が大半であっ

たというものが出た、私ども以上に吹田

市の当局、議会は悔しい思いをされてる

のは間違いないと思っています。まさか

ということを、我々もそういうふうに思っ

ていますので。

　だから、先ほど、不安を払拭できる答

弁はありますかということですが、私も

頑張っておりますけど、新しい情報はご

ざいませんと言う以外、今のところござ

いません。

　それが本当のところでございまして、

これ以上のこと、私もまだ持っていない。

市長の気持ちとしては間違いないのだけ

れど、私もそういうふうに思っています

けれども、確たるものは持っていない。

　それから、千里丘西地区市街地再開発

の問題は、前も言いましたように、一人

の地権者が準備組合をやめて、市施工に

すべきだと、無理だと、何回も言われま

した。

　しかし、準備組合があるのに市が出て

いくなんて、この費用負担は、すごいこ

とになる。これはできないということが

一つあります。

　それから、もう一つは、千里丘駅西口

の交通安全対策だけは何とかしなければ
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ならない。何しろ、都市計画決定があり

ます。見直しは厳しいですけど、一回し

なくてはいけません。そして、どこに道

路が入ってくるかとなりますと、我々も

描けるのです。どこの土地を求めなかっ

たら道路整備ができないのかもわかって

いるのです。しかし、準備組合の武友理

事長が、並々ならぬ決意を持っておられ、

我々も最大限に協力し、そして、実現に

向けて努力すると、それを今は求めてい

くべきであると。

　一方では、市としてはやはり、万が一

のことも考えておくべきだろうというこ

とは間違いありませんので、見直し問題

も大きな課題ですから、千里丘駅西口の

交通安全対策をどうするかということが

ありますので、そのときは、また、具体

的に申し上げますので、しばらくお時間

をいただきたいというふうに思っており

ます。

○藤浦雅彦委員長　以上で質疑を終わり

ます。

　暫時休憩します。

（午後２時３４分　休憩）

（午後２時３５分　再開）

○藤浦雅彦委員長　再開します。

　討論に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○藤浦雅彦委員長　討論なしと認め、採

決します。

　議案第１号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○藤浦雅彦委員長　賛成多数。よって、

本件は可決すべきものと決定しました。

　議案第９号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○藤浦雅彦委員長　全員賛成。よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。

　これで、本委員会を閉会いたします。

（午後２時３６分　閉会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

　駅前等再開発特別委員長

　　　　　　　　　　　藤　浦　雅　彦

　駅前等再開発特別委員

　　　　　　　　　　　渡 辺 慎 吾
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